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表紙写真：令和７年12月７日（日）に行われ
たゆうがおマラソン大会の様子です。

第14回 ゆうがおマラソン大会開催

　壬生・ふるさと夢大使であるサ
トウヒロコさんによるオープニン
グソングでは、「かんぴょうの歌」
を壬生中・南犬飼中学校の陸上部
の生徒と共に披露しました。
　素敵な歌声と生徒の笑顔が会場
に広がり、かんぴょうダンスを楽
しみました。

　令和７年12月７日（日）、壬生町総合公園陸上競技場および周辺道路においてゆうがおマラソン大会が開
催されました。ゲストランナーに高橋尚子さんを迎え、青空の下で総勢1,868名のランナーが壬生路を力
強く走り抜けました。

壬生町合併70周年記念

オープニング

　レース終了後、高橋さんのご厚意により開催されたチャリティー
オークションでは、沢山の方が参加し大いに盛り上がりました。
　オークションの収益は町社会福祉協議会に寄附されました。

チャリティーオークション

大会結果 優勝者
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男子 中学生
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親子ペア 小学校（1～3年）
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早乙女　侑弥
阿久津　直之
猪野　卓也
片柳　沙弥
小幡　真紀

岡部　楓冬
冨田　蒼偉
野上　善弘
櫻田　将
片柳　沙弥
宮下　美和

片山　蓮
礒　華音
徳原　凛佳

大谷　純・伊純
早乙女尚弥・大塚天晴
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このマラソン大会は、スポーツ振興くじ
助成金を受けて開催されています

スポーツ振興くじ助成事業



町内の小学生から「ゆうがおマラソン大会」応援メッセージ作品の紹介

　町内の小学３年生～６年生が、
ゆうがおマラソン大会参加者の皆
さんに向けて、応援メッセージを
作成しました。
　今回も、総数1,158点の想いが
こもったメッセージが集まり、大
会の10km・5kmコースに参加し
たランナーに届けました。
　最優秀賞に選ばれた作品を紹介
します。

レースの様子

マラソン大会に対する参加者からの感想

力強い足取りで壬生路を
駆け抜けます。

ハイタッチをして
ラストスパート！

学生ボランティアによる
給水所でエネルギーチャージ！

小さなランナーも
一生懸命走っていました。
ゴールをしてお菓子を
もらって「やったー！」

藤井小５年　みかんさん

稲葉小４年　もなさん

壬生小３年　いちご大好きさん

稲葉小６年　ひなたさん
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　ビューティフルな一日だった。ホントに雲一つない、青空。高橋尚子さんの笑顔、声援、ハイタッチで元気い
ただきました！カミナリ汁をはじめ、かんぴょうの町アピールもバッチリ伝わった！壬生町、開催関係者の方、
ありがとうございました！！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　トーマスさん

　事前に配布されたゼッケンと共に地元小学生のメッセージが記載されたゼッケンが同封されていました。町を
挙げての大会感があり、とても心が温まる取り組みだと思います。　　　　　　　　　　　 　いっしーさん

　「ここから上り。頑張って！」ゲストランナー高橋尚子さんの元気な声とハイタッチ。ホントに元気出まし
た。良い天気だったとは言え、寒い中、ずーっと沿道で応援し続けてくれて感激です。終了後のカミナリ汁も美
味しかった。来年も参加します！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  SAMAさん



和７年11月26日（水）に開催された自治会等地
縁による団体功労者総務大臣表彰式において、

地縁による団体の代表者として多年にわたり在職し、
地域的な共同活動を通じて良好な地域社会の維持およ
び形成に顕著な功績があったと認められる者として、
駅東自治会長の山本忠男氏が令和７年度自治会等地縁
による団体功労者総務大臣表彰を受賞しました。

令和７年度栃木県更生保護事業関係者顕彰式にて
表彰されました

令 和７年11月25日（火）、宇都宮市文化会館小ホールにて、栃木県更生保護事業関係者顕彰式が開催されま
した。顕彰式では、更生保護活動に積極的に貢献した功績が認められた更生保護事業関係者、および民間

協力者の方々が表彰されました。また、同日に、受彰者が町長に表敬訪問を行いました。

令和７年度自治会等地縁による団体功労者総務大臣表彰
令

令和７年度道路愛護作業コンクールで表彰
栃 木県道路河川愛護連合会が主催する道路愛護作業コンクールのフラワー部門において、幸町四丁目自治会

（渡邉啓太会長）が最優秀賞を、六美町北部自治会（永野春男会長）と下町南花壇管理組合（賀長勝彦代
表）が特別賞をそれぞれ受賞し、令和７年11月28日（金）に栃木県公館で表彰されました。
　道路愛護作業コンクールは、市町村の道路愛護団体により日頃から熱心に行われている愛護会活動を応援し、
道路愛護意識の一層の向上を図るため、例年８月～９月の間、実施しているものです。壬生町では、フラワー部
門で上記３団体のほか、５団体が優秀賞を受賞しました。

下野保護区保護司会壬生町分区
○関東地方更生保護委員会委員長表彰 ……

○関東地方保護司連盟会長表彰 ……………

○栃木県知事感謝状 …………………………
○宇都宮保護観察所長表彰 …………………

壬生町更生保護女性会
○宇都宮保護観察所長感謝状 ………………
○栃木県更生保護女性連盟会長表彰 ………

民間協力者（社会を明るくする運動）
○宇都宮保護観察所長感謝状 ………… 壬生町立壬生中学校

おおしま        せいいち

やま  だ        あきら

しま  だ          しげ お

すず  き          しんいち

たかやま        ふみ お

くら  い             り いち

よし  だ           ゆき お

  さ  とう        えい こ

おおはし         ゆ     み    こ

わたなべけい　た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 なが  の  はる  お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    がちょうかつひこ

幸町四丁目自治会　渡邉会長 六美町北部自治会　永野会長

左から　小菅町長　山本氏

後列左から　大島氏　山田氏　島田氏　鈴木氏　下野保護区保護司会壬生町分区長荒川清氏

前列左から　髙山氏　小菅町長　倉井氏　壬生中学校校長増渕直樹氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   あらかわきよし

ますぶちなおき

大島　誠一氏
山田　章氏
島田　繁雄氏
鈴木　伸一氏
髙山　文雄氏
倉井　利一氏
吉田　行夫氏

佐藤　榮子氏
大橋　由美子氏

やまもと  ただ  お
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計調査に関し永年協力した方・功績が顕著であった
方に対する表彰状および感謝状の伝達が令和７年

12月19日（金）に町役場において行われました。
　県から表彰状・感謝状が町に送付され、受賞者の皆さん
に町長から表彰状および感謝状が伝達されました。　受賞
者は以下のとおりです。

統
統計調査員に表彰状を伝達

和７年12月23日付けで、藍田氏が壬生町教育委員に再任されました。藍田氏は、高
等学校で教職として永く教鞭をとっていて、豊富な経験があるほか、町文化財保護

審議会委員、文化協会会長を務めるなど、教育と生涯学習の見地との両面において深い
見識があり、平成23年10月より教育委員として、学校教育の充実、生涯学習の充実、ス
ポーツの振興などの推進に尽力いただいています。教育委員としての任期は、令和11年
12月22日までとなります。
　壬生町教育委員会は、田村教育長、藍田收教育長職務代理者、宇賀神真佐江教育委員、廣田香織教育委
員、本島博久教育委員による合議制の機関として、学校教育、生涯学習、社会教育、文化・スポーツなど、
広範囲な分野の施策を展開しています。

令
教育委員に藍田收氏を再任

和７年の秋の叙勲において、家庭教育支
援団体のリーダー、圏域の社会教育振興

のリーダーとして、長年に渡り県の生涯学習
の振興、社会教育の推進に寄与した功績が認
められ、池氏が旭日双光章を授与されました。

令 【歴　任】
　平成６年10月～令和４年９月　壬生町教育委員（７期28年）
　うち　平成９年12月～平成16年１月　教育長職務代理者
　　　　平成16年２月～平成27年３月　教育委員長
　　　　平成27年４月～令和４年９月　教育長職務代理者
　平成16年７月～平成24年７月　栃木県社会教育委員（栃木県教育委員会）
　平成22年９月～平成24年３月　文部科学省社会教育アドバイザー（文部科学省）

　【表　彰】
　昭和63年10月　日本ＰＴＡ全国協議会会長賞（日本ＰＴＡ全国協議会）
　平成22年６月　栃木県教育委員会教育功労者表彰（栃木県教育委員会）
　平成25年10月　全国社会教育委員連合表彰（（社）全国社会教育委員連合）
　平成26年12月　社会教育功労者表彰（文部科学大臣表彰）
　令和４年10月　地方教育行政功労者表彰（文部科学大臣表彰）

池節子氏『旭日双光章』受章

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  う    が   じん　ま　さ　え　　　　　　　　　　　 ひろ  た     か   おり

もとじまひろひさ

あい   だ  おさむ

月７日（水）、栃木県公館にて認定式が開催され、栃木県名誉
農業士として坂田氏が認定証書を交付されました。

　坂田氏は、平成17年度から20年にわたり女性農業士として積極
的に活動し、町の農業振興や発展に尽力しました。また、町農業士
副会長や下都賀地区女性農業者懇談会理事長などを歴任し、地域農
業の推進に寄与しました。
　本町の指導者として、今後もますますの活躍が期待されます。

1
坂田壽子氏が栃木県名誉農業士に
さか  た   とし  こ

いけ せつ   こ

篠原　富太郎 さん

粂川　智恵 さん

鈴木　節子 さん

小谷野 美智子 さん

○2025年農林業センサス功績者農林水産大臣表彰 …

○栃木県統計協会名誉会長感謝状 ……………

しのはら      とみ た  ろう

くめかわ        ち   え

すず  き       せつ  こ

  こ  や   の      み   ち   こ

○C柊あおい

左から　小菅町長　池氏

左から　粂川さん　鈴木さん　小菅町長　篠原さん　小谷野さん

左から　小菅町長　坂田氏
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令和７年度全国社会福祉大会
～厚生労働大臣表彰受賞～
令 和７年11月12日（水）、全国社会福祉大会において、

日本ボーイスカウト壬生第１団が、厚生労働大臣
表彰（共同募金運動奉仕者・奉仕団体）を受賞しました。
　この表彰は、赤い羽根共同募金運動の推進のため10年
以上にわたり率先して活動を続けていて、その功績が顕
著であるものを表彰するものです。

細貝有里さん
日本人女子初のベルトを獲得
壬 生町出身の細貝有里さんが、令和７年11月７日（金）にタイ・

ラジャダムナンスタジアムで開催されたWMOアジア女子
フライ級タイトルマッチで勝利し、日本人女子初のベルトを獲得
しました。12月19日（金）の表敬訪問では、今後の選手としての
活動などについて意気込みを述べ、小菅町長から活躍を期待する
熱いエールを送られました。

第28回ＮＰＯ法人実武道会館
オープン空手拳法選手権大会に
　  入賞しました！

左から　星野さん　篠原さん

左から　稲葉秀敏さん　櫻井副町長　木野内信夫さん
いなばひでとし                                  　            き  の うちのぶお

※ＷＭＯ……世界ムエタイ機構

茨 城県取手市で開催された本大会に、川田塾（安
塚）から８名が出場し、防具組手学年別男女混

合で南犬飼中学校２年生の星野凛さんが優勝、羽生田
小学校５年生の篠原寧那さんが準優勝を果たしました。
　防具組手は、顔と胴にプロテクターを付けますが、
突きや蹴りを直接当てます。礼儀や感謝の気持ちを忘
れず今後も稽古に励んでいきます。

ほそ かい ゆう  り

                  　　　　　　　　　　　　　　                  かわ たじゅく

　　　　　　　　　　      ほし の  りん

　　しのはら な   な

　令和７年10月29日（水）、保健福祉センターに
て、下都賀歯科医師会壬生町部会と連携した後期高
齢者集団歯科健診が開催されました。町内在住の昨
年度後期高齢者医療に加入した13名の方に、「歯科
健診」「口腔機能健診」「栄養士による栄養指導」「歯
科衛生士による歯科指導」を実施しました。
　参加した方からは、「良い勉強になった」「運動・栄
養・自己の生活の規則性が重要と認識させられた」
等の貴重な意見がありました。

後期高齢者集団歯科健診が実施されました

歯科衛生士による歯科指導

左から　小菅町長　細貝さん
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高野自治会（水野孝一会長）は、公民館内での各種
事業を円滑に行うため、（一財）自治総合センターに

よる宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業
収入を財源として実施しているコミュニティ助成事業を受
け、西高野自治会公民館に空調設備（エアコン）を設置し
ました。今までは、冬は灯油ストーブ、夏は扇風機で凌い
できましたが、今後は年間を通して各種自治会活動が快適
にできるようになり、公民館の活用頻度も増して、自治会
住民のコミュニケーションが高まることが期待されます。

西
みず   の   こういち

木地区交通安全協会壬生支部
南犬飼部会（河野邉恒雄部会

長）から、「子ども達の読書活動の
一助として活用いただきたい」と、
南犬飼中学校に10万円分の図書寄
贈がありました。

栃

より図書を寄贈いただきました

宝くじの助成金で空調設備を整備西高野自治会

左から　田村好昭副部会長　田村教育長　河野邉部会長　鈴木隆正副部会長
た むらよしあき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 すず  き たかまさ

かわ　の　 べ  つね　お

自主防災組織に救助器具等の防災資機材が入りました
　　域の防災活動支援として、（一財）自治総合センターコミュニティ助成事業の補助を受け、１月に防災資
　　機材が町内の７自主防災組織へ配布されました。
　自治総合センターは、宝くじの社会貢献広報事業として、コミュニティ活動に必要な備品の整備、安全な
地域づくり等に対して補助を行い、地域のコミュニティ活動の充実強化を図っています。
　今回配布された資機材は、災害時に使用する移動式救助器具、災害用ワンタッチトイレ、災害用トイレテ
ント、拡声器、折畳式担架、ヘルメット、誘導棒です。
　また整備した防災資機材は、各自主防災組織が責任をもって管理し、普段から自治会の住民が様々な話し
合いや防災訓練等を通して、住民同士のコミュニケーション力を高め、災害時に備え防災力向上に努めてい
ます。

○C柊あおい
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和７年12月14日（日）、城址公園ホール（壬生中央公民館）中ホールで、男女共同参画推進講座「絵本と
音楽によるクリスマスコンサート」が開催され、親子を中心に約230名の来場がありました。この企画

は、男女共同参画や多様性の視点をもった絵本の読み聞かせと、音楽を組み合わせたコンサートです。
　読み聞かせボランティア「おはなしアラ
イグマ」の皆さんによる、男女共同参画の
視点をもった絵本の臨場感いっぱいの読み
聞かせに、子どもたちは聞き入っていまし
た。また、岡本恵さんによるオカリナ演奏
や、壬生少年少女合唱団の素晴らしい歌声
を楽しみました。
　小さなお子さんから大人まで、家族で楽
しみながら、男女共同参画や多様性の考え
方に触れる機会となりました。

生町自治会連合会（山縣博司会長）では、地域のリーダーとして活躍する自治会長と小菅町長をはじめとす
る町執行部との意見交換の場として、「地区別町政懇談会（地域力UPスマイルトーク）」を令和７年11月

13日（木）城址公園ホール（壬生中央公民館）および11月14日（金）南犬飼地区公民館にて開催しました。
　当日は、初めに町執行部から今年度予定している主な事業や各自治会（長）への協力依頼事項についての説明
が行われた後、副会長の進行にて、地域が抱える課題や住民が期待する取り組みなどについて活発な意見交換が
行われました。
　自治会連合会では、今回の懇談会で把握することができた各自治会の現状などをもとに、各自治会長を支援で
きるよう、町と連携しながら様々な取り組みを進めていきたいと考えています。

やまがたひろ  し

壬

令和７年度地区別町政懇談会

和７年10月23日（木）、壬生寺保育園・壬生寺第二保育
園の園児がさつまいも掘りをしました。

　壬生寺第二保育園の前の畑に、近所の農家の刀川成市さん
夫婦がさつまいもをたくさん作ってくれていて、子どもたち
は大きなさつまいもをいっぱい収穫できて大喜びでした。収
穫したさつまいもは、ふかしておやつで食べたり、家へ持ち
帰ったりしました。
　壬生寺第二保育園は開園して今年で７年目です。刀川さん
は、開園以来、毎年子どもたちのためにさつまいもを作って
くれています。秋晴れの下で、子どもたちが土に親しんで収
穫の喜びを体験することができ、刀川さんには保護者の方も
みんな感謝しています。

令
たちかわせいいち

（地域力ＵＰスマイルトーク） が開催されました

おかもとめぐみ

男女共同参画推進講座

「絵本と音楽によるクリスマスコンサート」を開催しました
令

壬生寺保育園・壬生寺第二保育園の園児

さつまいも掘りをしましたさつまいも掘りをしました
が

城址公園ホール（壬生中央公民館） 南犬飼地区公民館
8



Winter Wonderlandを開催しました

　　和７年12月４日（木）に、いきいき壬雷クラブ連合会（柏崎征康会長）は、城址公園ホール（壬生中央公  
　　民館）において演芸大会および作品展示会を開催しました。
　この大会は、高齢者が演芸や作品展示を通じ、会員相互の親睦と楽しい一日を過ごすとともに、生きがいを高
めることを目的に毎年開催されています。
　今年は、カラオケ設備を導入し素晴らしい音響と大きなモニターを見ながら歌えることから、108名（44組）
が出演し、舞踊や歌を披露しました。
　客席から「待ってました！」等の声も掛かり、会場全体が一体となり盛り上がった演芸大会となりました。
　また、６年振りに再開した作品展示会には38点が出品され、プロ並みの絵画・写真・手芸等が並び、参加者
からは、見事な出来栄えに驚きの声が上がっていました。
　昼食の際は、各単位クラブがお弁当を持ち寄り、200名を超える参加者の笑顔あふれる昼食会となりました。

いきいき壬雷クラブ連合会

「第48回演芸大会」、「第40回作品展示会」開催

※いきいき壬雷クラブ連合会加入単位クラブには、仲間づくりを基本とする「生きがいづくり」、「健康づくり」、「地域づくり」を目
指した活動に参加して頂ける、概ね60歳以上の方であればどなたでも入会できます。是非、友達を誘って入会してください

町民の歌斉唱 北小林第一クラブ 昼食会

◎問合せ　いきいき壬雷クラブ連合会事務局　☎（82）7899

かしわざきゆきやす

令

　　和７年11月30日（日）、嘉陽が丘にて環境保全活動が実施
　　されました。
　この活動は、自然豊かな里山を未来へつなぐための維持・管
理を目的として、毎年行われています。主体となる「嘉陽が丘
里山の会」（坂田昇一会長）を中心に、地元・上稲葉地区の住民
の方も参加し、嘉陽が丘ふれあい広場周辺の山林で下草刈りや
間伐、ごみ拾いなどの作業に取り組みました。
　安全・安心で豊かな里山が保たれている嘉陽が丘では、遊歩
道がウォーキングやランニングのコースとして利用されている
ほか、サバイバルゲームのフィールドとしても活用されていま
す。また、令和５年には大河ドラマのロケ地にも選ばれました。

嘉陽が丘で環境保全活動を実施
令

さか  た しょういち

　　　和７年12月21日（日）に町城址公園において、Winter Wonderland（ウィンターワンダーランド）を開催 
　　　しました。初めての城址公園での開催、ナイトマルシェとなりましたが、多くの来場者が訪れました。
　城址公園ホール（壬生中央公民館）での吹奏楽団Albaによるクリスマスコンサートや、会場内を練り歩く
鼓笛隊、アンサンブル、聖歌隊など、キャンドルの灯りやライトアップにより幻想的な雰囲気に包まれた会
場は、クリスマスムード一色となりました。

令

○C柊あおい

9



10

　１月11日（日）城址公園ホール（壬生中央公民館）大ホー
ルで二十歳の集いが行われ、300名が参加しました。会場
では色鮮やかな和服姿や凜々しいスーツ姿の参加者が互い
の近況を報告したり、写真を撮りあったりと久しぶりの再
会を楽しんでいる様子が見られました。

二十歳の集い
第77回

二
十
歳
の
集
い
代
表
者
あ
い
さ
つ

　
ま
ず
初
め
に
、
本
日
「
第
77
回
壬
生
町
二
十

歳
の
集
い
」
の
開
催
に
際
し
、
多
大
な
る
ご
尽

力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
桜
の
ア
ー
チ
を
く
ぐ
っ
た
あ
の
日
か
ら
、
早

く
も
五
年
の
歳
月
が
流
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
朝
、
受
付
に
立
ち
、
旧
友
の
姿
を
一
人
ひ
と

り
拝
見
し
た
際
、
表
情
を
目
に
す
る
た
び
に
、

忘
れ
か
け
て
い
た
記
憶
の
断
片
が
静
か
に
、
そ

し
て
確
か
に
戻
っ
て
く
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

胸
の
奥
か
ら
込
み
上
げ
て
く
る
、
何
と
も
形
容

し
が
た
い
高
揚
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
中
学
校
生
活
三
年
間
を
振
り
返
る

と
、
特
筆
す
べ
き
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曾

有
の
状
況
の
中
で
「
多
く
の
制
限
を
受
け
た
」

と
同
時
に
、
「
目
前
の
困
難
に
正
面
か
ら
向
き

合
っ
た
」
と
い
う
点
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
行
事
の
中
止
や
縮
小
な
ど
、
思
い
描
い
て

い
た
学
校
生
活
と
は
異
な
る
日
々
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
状

況
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
可
能
な
限
り
の
工
夫

と
努
力
を
重
ね
、
歩
み
を
止
め
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
そ
の
裏
に
は
、
日
常
生
活
へ
の
負

荷
や
様
々
な
不
安
が
伴
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

私
た
ち
は
、
一
人
で
も
多
く
の
笑
顔
を
生
み
出

す
た
め
に
、
そ
し
て
将
来
の
自
分
た
ち
が
こ
の

時
期
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
胸
を
張
れ
る
よ
う

に
と
、
懸
命
に
戦
い
続
け
た
の
で
す
。
確
か
に
、

あ
の
時
期
に
零
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
も
の
が
あ

る
こ
と
は
、
否
定
し
よ
う
の
な
い
現
実
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
同
時
に
、
私
た
ち
は
〝
失
わ

れ
た
価
値
は
、
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
再
び
創
り

出
す
こ
と
が
で
き
る
〞
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
そ
し
て
実
際
に
、
制
限
の
中
で
私
た
ち

が
生
み
出
し
た
笑
顔
や
思
い
出
は
、
決
し
て
失

っ
た
も
の
に
劣
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を
上
回
る

力
強
さ
を
も
っ
て
い
た
と
、
今
で
は
確
信
を
も

っ
て
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
特
異
な
環
境
を
経
験
し
た
か
ら

こ
そ
、
私
た
ち
の
世
代
は
、
創
造
性
と
し
な
や

か
な
強
さ
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　
そ
し
て
私
は
、
こ
の
「
新
し
い
価
値
を
創
造

す
る
力
」
に
つ
い
て
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で

考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
〝
価
値
〞
と
は
、

決
し
て
大
き
な
発
明
や
社
会
を
変
え
る
よ
う
な

出
来
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
存

在
し
な
く
て
も
誰
か
が
困
る
わ
け
で
は
な
い
、

そ
ん
な
〝
余
白
〞
の
部
分
に
こ
そ
、
新
し
い
価

値
は
宿
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
様
一
人
ひ
と

り
の
思
い
付
き
が
、
誰
か
を
笑
顔
に
し
、
心
を

軽
く
し
、
場
の
空
気
を
優
し
く
変
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
小
さ
な
価
値
を
、
自
ら

の
手
で
積
極
的
に
生
み
出
せ
る
人
こ
そ
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
よ
り
豊
か
な
も
の
へ
導
い
て
い

く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
む
に
せ
よ
、
ど
う
か
世

間
の
余
白
に
、
誰
か
を
幸
せ
に
す
る
何
か
を
見

つ
け
、
そ
れ
を
創
り
出
す
力
を
大
切
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
こ

そ
が
、
周
囲
の
人
々
に
温
か
さ
を
も
た
ら
し
、

自
身
の
人
生
に
も
確
か
な
彩
り
を
与
え
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
こ
う
し
て
こ
の

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
家
族
、
先
生

方
、
地
域
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導

の
賜
物
で
す
。
私
た
ち
を
見
守
り
、
導
い
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
十
歳
と
い
う
節
目
は
、
過
去
を
区
切
る
日

で
は
な
く
、
未
来
へ
の
一
歩
を
新
た
に
踏
み
出

す
日
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
人
生
が
、
希
望
と
可
能
性
に
満
ち
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
う
と
と
も
に
、

ま
た
い
つ
の
日
か
、
こ
の
町
で
笑
顔
で
再
会
で

き
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
代
表
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
8
年
1
月
11
日

参
加
者
代
表

　
　
　
　
鈴
木　
悠
介

す
ず 

き       

ゆ
う
す
け
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二十歳を迎えた皆さんおめでとうございます

年に引き続き、令和７年11月13日（木）に「企
業版ふるさと納税」として、協栄産業株式会

社様（古澤栄一代表取締役社長）より500,000円
の寄附をいただきました。
　寄附金は、「資源ごみ回収関係報償事業」へと活
用します。

昨

和７年11月17日（月）に「企業版ふるさと納税」
として、株式会社たいらや様（平典子代表取

締役社長）より寄附をいただきました。
　寄附金は、「壬生町で安心して元気に暮らす事業」
へと活用します。

令

の企業版ふるさと納税 寄附 をいただきました

　二次元コードを読み込む
と寄附企業のウェブサイト
にアクセスできます。 左から　小菅町長　古澤代表取締役社長

　二次元コードを読み込む
と寄附企業のウェブサイト
にアクセスできます。

左から　広瀬取締役第１店舗運営部長　小菅町長

※企業版ふるさと納税とは、企業が自治体に寄附をすると税負担が軽減される制度のことです

ひろせ

ふるさわえいいち

たいらのり こ

二十歳を迎えた皆さんおめでとうございます



■交通安全功労者
　海老原　達也　　鈴木　隆正　　松本　英世　　森田　カツ子
　稲葉　功子　　　大塚　孝次　　出井　博　　　佐々木　剛
　髙木　五男　　　南條　茂男　　橋本　健藏　　橋本　繁郎

■感謝状贈呈
　交通指導員　黒子　剛秀

■防犯功労者
　押久保　美子

■交通安全標語入選者名一覧
　★最優秀賞
　安塚小１年　　濱野　結菜　　　壬生東小２年　片岡　朱莉
　壬生東小３年　鯉沼　凛花　　　壬生東小４年　布川　怜央
　羽生田小５年　大木　美侑　　　安塚小６年　　亀田　斗真
　☆優秀賞
　羽生田小１年　六本木　颯斗　　睦小１年　　　野澤　諭
　壬生小２年　　大島　一華　　　壬生東小２年　朝倉　怜加
　睦小３年　　　薄井　咲橙　　　安塚小３年　　大久保　歩美
　壬生小４年　　出井　心都　　　壬生東小４年　　野　光莉
　壬生東小５年　二階堂　光樹　　睦小５年　　　髙山　明莉
　壬生東小６年　菊地　圭慈　　　壬生東小６年　中野内　椛
　壬生中２年　　大山　星夏

■防犯標語入選者名一覧
　★最優秀賞
　壬生北小１年　浅利　佳奈　　　壬生東小２年　田中　琉葦
　安塚小３年　　佐藤　凛　　　　羽生田小４年　木立　倫太郎
　安塚小５年　　原田　琥牙　　　壬生東小６年　野口　杏璃
　宇短附中２年　栗原　夢果
　☆優秀賞
　壬生小１年　　北見　憲一朗　　壬生東小１年　佐川　こころ
　睦小２年　　　粂川　隼都　　　壬生北小２年　大嶋　麦
　壬生小３年　　木村　優那　　　睦小３年　　　荒川　朝陽
　壬生東小４年　八木　結芽椛　　安塚小４年　　佐藤　燈
　壬生小５年　　椎名　桃愛　　　壬生北小５年　大垣　陽真
　睦小６年　　　鈴木　稟乃　　　安塚小６年　　平井　湊人
　南犬飼中２年　布川　優姫

■交通安全作文入選者名一覧
　★最優秀賞
　壬生東小３年　佐々木　凜　「じいじは安全しえんボランティア」
　安塚小６年　　鈴木　琴葉　「意識は命を守る」
　南犬飼中２年　野口　琉偉　「自転車通学とスクールガードさんの存在」
　☆優秀賞
　壬生小２年　　近藤　綾音　　壬生小３年　　田中　文乃
　羽生田小４年　山口　湊翔　　壬生小６年　　渡邉　綾仁
　壬生中１年　　松本　煌大　　南犬飼中３年　滝口　楓華

第19回

壬生町 町民大会開催
　令和７年11月29日（土）、町、栃木地区交通安全協会壬生支部、壬生町防犯組合連絡協議会主催による壬
生町安全安心町民大会が城址公園ホール（壬生中央公民館）において開催されました。
　大会では、交通安全および防犯功労者の表彰、小中学生による交通安全、防犯標語および交通安全作文
の表彰、警察官や交通指導員への花束贈呈が行われました。
　また、オープニングセレモニーとしてみぶ吹奏
楽団による演奏が行われ、式典に花を添えました。
　中ホールでは、小中学生の作品展示、県くらし
安全安心課による自転車シミュレーター体験、交
通安全母の会によるバルーンアートなども行われ
ました。
　これからも安全で安心な地域社会づくりおよび
明るく住み良い豊かな町づくりの推進に協力をお
願いします。

壬生町合併70周年記念

自転車シミュレーター体験みぶ吹奏楽団による演奏

花束贈呈

町民大会開催町民大会開催

  え  び  はら     たつ や　　       すず き       たかまさ　　　  まつもと      えいせい　　     もり た        か   つ   こ

いな ば        よし こ　　　         おおつか      こう じ　　　   いで  い     ひろし　　　　      さ  さ   き     つよし

たか ぎ        いつ お　　　        なんじょう    しげ お　　　    はしもと     けんぞう　　     はしもと     しげ お

くろ こ       たかひで

おし  く   ぼ      よし こ

はま の        ゆい な　　                                                   かたおか     あ か り

こいぬま     りん  か                                                   　　ぬのかわ       れ  お

おお き         み  ゆ                                                 　　　かめ だ       とう ま

ろっぽん ぎ       はや と                                                 　 の ざわ     さとし

おおしま     いち  か                                                 　　  あさくら     れい  か

うす  い      さく  と                                                 　     おお く   ぼ      あゆ  み

いで  い      ま な と                                                 　　  かた の       ひ か り

  に かいどう     こう き                                                    たかやま      あ か り

きく ち       けい じ                                                 　　　なか の うち     いろは

おおやま     せい  か

あさ  り        か  な                                                 　　　 た  なか      る   い

  さ とう     りん                                                 　　　      き だち     りん た ろう

はら だ        らい が                                                 　　    の ぐち     あん り

くりはら     ゆめ  か

きた  み      けんいちろう                                                    さ がわ

くめかわ      はや と                                                 　　  おおしま      むぎ

  き むら      ゆう な                                                 　　  あらかわ     あさ  ひ

  や  ぎ         ゆ  め   か                                                     さ とう    あかり

しい  な        も  あ                                                 　　　おおがき     はる  ま

すず き         り  の                                                 　　　ひら い       みな と

ぬのかわ       ゆ  め

  さ  さ   き       りん

すず き        こと は

 の  ぐち       る  い

こんどう      あや ね　　                                               た なか     あや  の

やまぐち      みな と　　　                                          わたなべ      あや と

まつもと      こうだい　　                                            たきぐち     ふう か

（敬称略）
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　明るい選挙啓発運動の一助とするため、全国の児童生徒を対
象とした「第77回明るい選挙啓発ポスターコンクール」が行わ
れました。
　県内では、小・中・高生から総数2,192点の作品が寄せられ、
第１次審査（市町単位）を通過した、463点が第２次審査（県）
に出品されました。
　本町からは、246点にのぼる作品の応募があり、その中から
優秀作品として、第２次審査推薦作品50点を出品し、入選に１
点、佳作に９点、合計10点が選ばれました。
　審査結果は、次のとおりです。

令和７年度明るい選挙啓発ポスターコンクール

鈴木　芙実（壬生中１年）

入　選 鈴木　芙実　（壬生中１年）

県審査（第２次審査）で10名が入賞

（※敬称略）
すず  き         ふ   み

佳　作
佐藤　　夏帆　（壬生小２年）　辻　安慈　　（壬生小３年）　　安納　凛　　（壬生小４年）
　木田　蒼依　（壬生小４年）　佐藤　悠人　（壬生小４年）　　後　　希織　（壬生小６年）
齋藤　　星莉愛（睦小６年）　　岩原　愛純　（南犬飼中１年）　松本　煌大　（壬生中１年）

◎町審査

◎県審査（第２次審査）入賞（町審査入選作品）

  さ とう              か   ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　  つじ      あん じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あんのう　　りん　　　　　　

から き   だ        あお い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さ とう      ゆうと　　　　                                                      ご とう        きおら

さいとう　　　　  せ　り　な　　　　　　　　　　　　　　　　  いわはら       あ  ずみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まつもと　　こうだい

入　選
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

小島　和花　（壬生北小６年）
黒子　莉緒　（稲葉小１年）
森島　琥太郎（稲葉小１年）
田口　姫桜　（安塚小４年）
水間　那菜羽（安塚小５年）
神永　愛陽　（羽生田小１年）
篠原　寧那　（羽生田小５年）
山川　太陽　（藤井小２年）
橋本　康佑　（藤井小３年）
青栁　伊織　（藤井小５年）
石塚　心陽　（壬生小４年）
藤沼　尊　　（壬生小４年）
玉田　真唯　（壬生小４年）
渡邊　杏　　（壬生小５年）
菊池　柚杏　（壬生小５年）
巻島　大輝　（壬生小５年）
鈴木　佑埜　（壬生小５年）
田村　莉央　（壬生小５年）
寺内　心優　（壬生小６年）　
寺内　莉亜　（壬生小６年）

入　選
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

三浦　うたな（壬生小６年）
青木　美結　（睦小２年）
石川　愛美　（睦小６年）
川嶋　寧夏　（壬生東小１年）
佐藤　響紀　（壬生東小１年）
新井　陽菜乃（南犬飼中２年）
今野　結夏　（南犬飼中２年）
早乙女　知弥（壬生中１年）
加藤　彩葉　（壬生中１年）
小久保　春望（壬生中１年）
武藤　花暖　（壬生中１年）
木村　百花　（壬生中１年）
篠原　朱莉　（壬生中１年）
山川　開陸　（壬生中１年）
沖田　すみれ（壬生中１年）
篠原　紗穂　（壬生中１年）
佐々木　杏　（壬生中１年）
手塚　雄大　（壬生中１年）
福島　志織　（壬生中１年）

 お  じま       の ど か

くろ  こ　　　り　お

もりしま        こ   た ろう

  た ぐち       めい さ

みず  ま         な　な　は

かみなが        ま ひな

しのはら　　  な   な

やまかわ　　たいよう

はしもと      こうすけ

あおやぎ　　  い おり

いしづか        こ はる

ふじぬま     みこと

たま  だ　　　ま　い

わたなべ      あん

 きく  ち　　 ゆず  あ

まきしま      だい  き

すず  き         う   の

  た むら        り   お

てらうち        み ゆう

てらうち        り   あ

  み  うら

あお  き          み  ゆ

いしかわ      まな  み

かわしま      ねい  か

  さ とう       ひび き

あら  い         ひ　な　の

こん  の        ゆい か

 そ う と め       とも  や

  か とう      いろ  は

  こ　く　ぼ　　  と き の

  む とう        か  のん

  き むら       もも か

しのはら      あか  り

やまかわ　　 かい り

おき  た

しのはら        さ   ほ

  さ　さ　き　　 あん

  て づか       ゆうだい

ふくしま        し おり
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壬生町教育委員会ウェブサイトでもふ.る.るMibuJLCによる地域活動の情報を発信しています 検 索壬生町教育委員会生涯学習課

J L C
ジュニアリーダースクラブ通信
発行：生涯学習課
〒321-0292　壬生甲3841番地1
☎（81）1873 ／ FAX（82）0935
メール　gakusyu@town.mibu.tochigi.jp

通信

第34号　2026年 ２月
広報紙版クラブ版クラブ版

下野市ジュニアリーダースクラブとのクリスマス交流会！

みぶ城址フェスティバルに出店しました！
　令和７年９月21日（日）に城址公園で開催された、
みぶ城址フェスティバルに、「チュロス」「セパレー
トジュース」の販売と「魚釣りゲーム」のブースを出
店しました。

　どんなお客さんが多いか、どうしたら楽しんでも
らえるか、どれくらいの値段にするかなどをJLCメ
ンバーで考え、企画や準備しました。当日は天気に
も恵まれ、多くのお客さんが来場しました。

　参加したJLCメンバーからは、「運営する側をや
ってみて、店で働く人のすごさ、難しさ、楽しさを
実感することができた。」「暑い中、お客さんに呼
びかけをし、その人が来てくれた時は、とても嬉し
かったです。」「学校でも職業体験があるので、今日
の体験を活かしたいです。」「初めて地域のイベン
トにボランティアとして参加してみて、やりがいがあ
り、楽しく活動できた。」「初めて経験できたこと
がたくさんあり、勉強になりました。」などの感想
がありました。

　令和７年11月30日（日）に下野市の天平の丘公園で、
下野ジュニアリーダースクラブと合同で活動をし、見
聞や交流を深めました。

　午前中は、下野市の歴史に触れながら、ミニ埴輪づ
くりを体験しました。馬やヘッドフォンをした埴輪な
ど個性豊かな埴輪がたくさん完成しました。
　古民家カフェで昼食を楽しんだあとは、スポーツ雪
合戦を行いました。チーム対抗で様々なルールを取り
入れながら行われた雪合戦では、最後まで勝敗が分か
らない熱戦が繰り広げられ、大いに盛り上がりました。
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藤井小学校の様子

　放課後子ども教室は、放課後に学校等の施設を活用し、子どもたちが安心・安全に過ごすことので
きる居場所をつくり、様々な体験活動や、地域住民との交流および学習活動の場を提供することを目
的として、地域・学校・行政が協力し、さまざまな事業を行っています。

ふくべをデザイン

　みんなで、ふくべにデザインをしま
した！どのふくべも個性あふれるもの
に仕上がりました！

ヒンメリづくり

　渡辺葉子先生の指導で、この日は、
ヒンメリづくりをしました！色鮮やか
に素敵なものが作れました！

見守りスタッフ・講師 募集

紙コップブーメラン
　根岸喜市先生が作ってくれた紙
コップブーメランを使って、班ご
とに対決をしました！

ハロウィン飾りづくり
　ハロウィンに向けて、個性豊か
なかぼちゃたちを作りました！昇
降口がハロウィン一色！

羽生田小学校の様子

飛行石をつくろう
　みんなが器用な手つきで制作し、
まるでラピュタの世界のような光る
飛行石を作り上げました！

　放課後子ども教室に参加する子どもたちの安全を見守りしてくれる方や、特技や趣味を生かして遊び
やスポーツ、文化的活動を紹介してくれる方を必要としています。気軽に問合せてください。

◎問合せ　生涯学習課生涯学習係　☎（81）1873

放課後子ども教室だより放課後子ども教室だより放課後子ども教室だより

見守りスタッフ・講師 募集見守りスタッフ・講師 募集

紙鎧制作づくり
　歴史民俗資料館の方を迎え、
みんなで紙鎧を制作しました。ど
れもかっこいい鎧になりました！

ね ぎし  き いち

わたなべようこ
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安心と安全の保証付車検を提供する まごころサービス
関東陸運局指定民間車検場　鈴木自動車販売

フリーダイヤル（通話料 当社負担）0120-12-0798

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



教 え て ！   水 島 教 授

Medical Town
MIBU

壬
生×

獨
協

プロフィール

獨協医科大学病院

プロフィール

水島 恒和　　和歌山市出身

〒321-0293
北小林880番地
☎（86）1111（代表）

～経歴～

大阪大学医学部卒業

大阪大学大学院修了

大阪大学炎症性腸疾患
治療学寄附講座　教授

大阪警察病院　副院長　

獨協医科大学外科学
（下部消化管）講座
教授

現在に至る

H4.3

H16.1

H27.1

R3.4

R6.4

獨協医科大学病院

　
獨
協
医
科
大
学
病
院
が
本
町
に
開
院
し
て
半
世
紀
。
町
と
と
も
に
歴
史
を
刻

ん
で
い
ま
す
。

　
『
獨
協
』
は
開
院
以
来
第
三
次
救
急
医
療
施
設
と
し
て
町
民
、
そ
し
て
栃
木

県
民
の
生
命
を
守
る
た
め
日
々
奮
闘
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
町
と
共
同
で
壬
生

町
健
康
大
学
を
開
講
す
る
な
ど
、
町
民
の
健
康
増
進
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
な

ど
、
町
民
の
生
活
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
隔
月
で
の
本
記
事
を
通
し
て
、
よ
り
『
獨
協
』
を
身
近
に
、
そ
し
て
自
身
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
第
十
回
は
獨
協
医
科
大
学
病
院
　
下
部
消
化
管
外
科
　
水
島
　
恒
和
教
授
か

ら
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

み
ず
し
ま
　
　
つ
ね
か
ず

　最後に壬生町の印象・好きなところを教えてください。

　獨協医科大学病院では、令和７年12月１日より「てんかんセンター」を開設しました。
　日本国内に100万人、栃木県内に2万人弱のてんかんを持つ方々がいらっしゃいます。て
んかんの適切な診断・治療の為に脳神経外科、脳神経内科、精神神経科、救急・集中治
療科、小児科の専門スタッフが中心となり、ベストの医療を提供致します。

てんかんセンター開設のお知らせ

　獨協医科大学病院では、令和８年１月１日より「ガンマナイフセンター」を開設しまし
た。国内第一号機（世界第二号機）の最新のガンマナイフ「エレクタ・エスプリ」を用いて、
ガンマナイフ治療について精通した多職種スタッフ（医師、放射線技師、看護師）が一丸
となって、世界最先端のガンマナイフ治療を提供します。

ガンマナイフセンター開設のお知らせ

お らし せ

　下部消化管とは小腸、大腸（結腸・直腸）と肛門を指します。
　当科では大腸がんを中心に、炎症性腸疾患や腹膜炎、腸閉塞など
幅広い病気の治療を行っています。

　「下部消化管」とは具体的にどんな臓器のことを言いま
すか？また、どんな病気の治療を行っていますか？

　当院では腹腔鏡手術やロボット支援手術を用い、体への負担が少
ない治療を行っています。
　精度の高い手術により、回復の早さや機能温存が期待できます。

　手術と聞くと不安に思う方も多いかと思います。
　獨協では最新技術を取り入れた治療（手術）を行うと聞い
ていますが、どのような治療を行うのか教えてください。

　大腸がんは初期症状が乏しいため、症状がなくても定期検診が重要
です。野菜や食物繊維を意識したバランスの良い食事を心がけるとと
もに、血便などの異常時は早めに近くの医療機関を受診してください。

　壬生町は、交通の便も良く、とても暮らしやすい町だと感じています。
診療を通じて地域の皆さんの親切さや温かさに触れ、人とのつながり
を大切にされている町だという印象を持っています。

　受診するタイミングについて教えてください。
　また、健康な腸を保つために、日常生活で気をつけるこ
とや食事のポイントはありますか？

下
部
消
化
管
外
科
　
教
室
員
の
皆
さ
ん
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③マイナンバーカー
ドが健康保険証とし
て利用可能に！

②「マイナンバーカードを保険証として登録」の
画面で登録を選択
（保険証登録未実施の場合この画面が出ます）

④再度読み込みし、「利
用登録状況」が登録済に
なったら完了！

③「マイナンバーカードを健康
保険証として利用する」にチェ
ックし、登録

②「健康保
険証」を選
択

17

２月マイナンバーカード交付・申請日程

※月曜日の午後５時15分～７時および休日は本庁のみでの受付となります
※休日はマイナンバーカード以外の業務は対応していません

受付日 受付時間

月曜日
火曜日～金曜日

午前８時30分～午後７時
午前８時30分～午後５時15分

平 日

休 日

※土曜日、日曜日、国民の祝日・休日、年末年始（12月29日～１月３日）は除く

◎問合せ　住民課　☎（81）1824
　受付時間　平日午前８時30分～午後５時15分

２月８日（日）
２月28日（土）

午前９時～11時30分

※すでに利用登録済の方は、同様の手順で登録の有無が確認できます

マイナンバーカードと
健康保険証の簡単！簡単！ 紐づけ方法紐づけ方法

マイナンバーカードを健康保険証として利用するためには登録が必要です。

①顔認証付きカード
リーダーにマイナン
バーカードを置く

●医療機関・薬局の受付で行う

①マイナポー
タルアプリに
ログイン

●マイナポータルから行う



期日前投票所へ！ 予約した日に期日前投票所へお越しください。
タクシー乗車時に、利用券を乗務員へ手渡してください。

タクシーを予約 上記の利用できるタクシー事業者へ自身で予約をしてください。
予約時に、タクシー利用券を使って、期日前投票所へ行くと伝えてください。

申請書を提出 提出場所 …… 町選挙管理委員会（町役場総務課内）
提出方法 …… 持参、郵送、FAX、メールまたはこちらから

町選挙管理委員会からタクシー利用券を送付します。
（一度申請すれば、選挙の都度、タクシー利用券を送付します。）

○利用方法

○注意事項
・移動支援の送迎は、自宅と期日前投票所のみです。商業施設
や医療機関等での乗降や、投票日当日の利用は承りません。
・家族や介助（介護）する方の同乗はできます。
・家族の方等が送迎できる場合はご遠慮ください。
・要件に該当しない、または虚偽の申請等と判断される場合には、
登録をお断りすること、または登録を取り消すことがあります。

◎問合せ
町選挙管理委員会
（町役場総務課内）
電 話 （81）1807
FAX （82）8262
メール soumu@town.mibu.tochigi.jp

○利用できるタクシー事業者○対象者
　選挙時において壬生町の選挙人名簿に登録があり、
下記の①～③のすべての要件に該当する方
①壬生町に居住している方
②自宅から投票所までの移動が困難で移動手段（家
族等の送迎）がない方
③タクシーまで自ら移動できるか、自ら移動が困難
な場合は移動を介助（介護）する方が同伴できる方

タクシー事業者 電話番号
0120（678）604
（86）0241
（82）0234
（82）0073
090（5822）2973

野口タクシー
みどり交通
壬生観光タクシー
壬生タクシー
福祉タクシー太陽

タクシーを利用した期日前投票所への

移動支援を行います！移動支援を行います！移動支援を行います！
　期日前投票の期間中、投票所への移動が困難な方に対し、自宅と期日前
投票所までの間をタクシーにより無料で送迎します！

　国民年金基金は、自営業者やフリーランスの方がゆとりのある老後を過ごせるよう、国民年金に上
乗せする公的な年金です。
　基本は終身年金なので、生涯にわたって年金を受け取ることができます。また、支払った掛金は全
額、社会保険料控除の対象となり、所得税や住民税が軽減されます。

●国民年金の第１号被保険者（免除の方等を除きます）
●国民年金の任意加入者（60～65歳未満の方や海外在住の方）

国民年金基金のお知らせ

◎問合せ　全国国民年金基金栃木支部　☎0120（65）4192

加入対象者

国民年金基金のお知らせ

※基金に加入した場合は国民年金の付加年金には同時に加入することができません
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割引

◎問合せ ねんきんダイヤル ……………… ☎0570（05）1165
栃木年金事務所　国民年金課 … ☎（22）4131 音声案内後②→②
町住民課国保年金係 …………… ☎（81）1827

◎持ち物……本人確認書類、金融機関の通帳・届出印、
　　　　　　年金手帳・基礎年金番号通知書等の基礎年金番号の分かる書類
◎申込先……金融機関、年金事務所または住民課国保年金係
★月末が金融機関の休業日にあたる場合、口座振替日は翌営業日となります。
★一部免除の承認を受けている保険料は、翌月末日の引落しのみとなります。

口座振替
の届出

口座振替

104,210円
（△　850円）

206,390円
（△3,730円）

お
　国民年金保険料は、納付方法ごとに様々な割引制度があります。自分に合った納付方法で、
お得な割引制度を活用しましょう。

国民年金だより国民年金だより

金融機関による口座振替

国民年金保険料には

得

納付方法 半年前納 当月早割１年前納
409,490円

（△15,670円）
103,870円
（△1,190円）

205,720円
（△4,400円）

17,450円
（△60円）

408,150円
（△17,010円）

２年前納

国民年金保険料割引額 令和７年度の場合（参考）

※令和７年度保険料月額：17,510円、令和８年度保険料月額：17,920円

●参考
右記二次元コードを読み取ると
日本年金機構のウェブサイトの
各ページへ遷移します。

得

現金納付
クレジットカード納付

　毎月納付（翌月末振替）、当月早割（当月末振替）、半年前納、１年前納、２年前納制度があります。
口座振替は、現金納付やクレジットカード納付より割引額が多いためお得です。
　当月早割（当月保険料を当月末振替）は、毎月納付（当月保険料を翌月末振替）より月額60円
の割引になります。

◎持ち物……本人確認書類、クレジットカード、
　　　　　　年金手帳・基礎年金番号通知書等の基礎年金番号の分かる書類
◎申込先……年金事務所または住民課国保年金係
★カード会社への支払回数は、１回払いのみとなります。分割払い・リボ払いはでき
ません。

クレジット
カード
納付の届出

　現金納付とは、日本年金機構から届く納付書を使って納める方法です。クレジットカード納付
とは、カード会社が国民年金保険料を定期的に立替払いし、カード会員の方に請求する方法です。
（窓口にクレジットカードを提示し、直接納付する方法ではありません。）
　それぞれ、毎月納付、半年前納、１年前納、２年前納制度があります。

前納 クレジットカード納付口座振替

納割引制前 があります！度な

現金納付（納付書）・クレジットカード納付
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　令和８年度健診については、申込み案内「令和８年度健診のお知らせ」を、役場・各出張所や公民館等に設置
するほか、町公式ウェブサイトにも掲載します。なお、申込み状況により、健診会場や日程等が変更・中止とな
る場合もあります。

※集団健診を申込んだ方には、健診の約２週間前までに通知を送付します
※上の表の年齢は令和９年３月31日（令和８年度末）時点の年齢となりますが、後期高齢者健診のみ健診当日の年齢（満年
齢）となります
※特定健診は町国民健康保険に加入している方と、社会保険等（協会けんぽ等）の扶養の方で、受診券を所持している方が受
診可能です
※町国民健康保険加入者の特定健診と後期高齢者医療加入者の後期高齢者健診は、集団健診もしくは町内の医療機関での個別
健診のどちらかを選択することができます（個別健診の実施医療機関は別表を確認してください）
※子宮頸がん検診について、令和８年度末偶数年齢の方は、個別医療機関でも受診可能です。詳細は、ウェブサイト等でお知
らせします。受診可能期間は５月１日～令和９年１月31日です
※町民税非課税世帯の方および生活保護受給世帯の方は無料になりますので、必ず健診申込み時に伝えてください（ただし、
胃がんハイリスク検診、子宮頸がん検診、乳がん検診、骨密度測定は対象年齢の方のみ、無料対象です）

令和８年度健診について

　ウェブサイト、電話、FAXから申込みが可能です。（２月25日（水）午前９時～申込み開始予定）
詳細は、対象世帯に送付するはがきの二次元コードから確認してください。

【健診内容・対象者・負担金（予定）一覧】

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

申込方法

※対象年齢外の方
2,200円

※奇数年齢の方
2,200円

※奇数年齢の方
5,280円

※奇数年齢の方
4,400円

※対象年齢外の方
1,100円

個別1,900円
集団1,300円

1,500円

300円

500円
300円

800円

Ｂ型ウイルスのみ

50歳以上の男性

Ｃ型ウイルスのみ

40歳以上で過去に検
査を受けた事がない方

40歳以上の女性で
年度末に偶数年齢の方

30歳以上の女性で
年度末に偶数年齢の方

400円

600円

無料

問診、腹囲、身体測定、血圧、尿検査（糖・蛋白）、
血液検査（コレステロール・肝機能・血糖・貧血・
血清クレアチニン）、心電図、眼底
※個別健診の眼底は医師が必要と認めた方のみ

血中ＰＳＡ値血液検査

血液検査

超音波検査
※ただし、奇数年齢の方でも右記費用にて受診可能

Ｘ線測定（ＤＥＸＡ法）
※ただし、対象年齢外の女性の方（80歳未満）
でも右記費用にて受診可能

マンモグラフィー（Ｘ線）・超音波検査
（40歳以上50歳未満の偶数年齢の方はマンモ２方向です。）
※ただし、奇数年齢の方でも右記費用にて受診可能

５歳刻み年齢の方は無料　（40歳、45歳、………105歳）
40歳、45歳、
50歳、55歳、
60歳、65歳、
70歳の女性

満75歳以上の男女

40～74歳までの男女

骨密度測定

肝炎ウイルス
検査

前立腺がん

乳がん

20歳以上の女性で
年度末に偶数年齢の方

子宮頸部細胞の検査
※ただし、奇数年齢の方でも右記費用にて
集団検診を受診可能

子宮頸がん

400円胸部Ｘ線撮影40歳以上の男女肺がん

ヘリコバクターピロリ抗体検査・ペプシノゲン検査
　　　　　　　　（血液検査）
※対象年齢外の方も右記費用にて受診可能

40歳、45歳、
50歳、55歳、
60歳、65歳、
70歳の男女

胃がん
ハイリスク

後期
高齢者健診

特定健診

健診項目 対象者 検査内容 個人負担金

基
本
健
診

が
ん
検
診

そ
の
他

500円検便２日法40歳以上の男女大腸がん

胃部Ｘ線撮影40歳以上の男女胃がん 1,200円
600円

その他、不明な点があれば、下記まで問合せてください。
◎問合せ　健康福祉課健康増進係  ☎（81）1885　  住民課国保年金係  ☎（81）1832

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～

令和８年度健診について令和８年度健診について令和８年度健診について
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後期高齢者健診は、上記から腹囲を抜いた項目



月　日 曜日 会　　場 受付時間託児がある日
南犬飼地区公民館分館
南犬飼地区公民館分館
城址公園ホール（壬生中央公民館）
保健福祉センター
保健福祉センター
稲葉地区公民館
南犬飼地区公民館分館
保健福祉センター
保健福祉センター
南犬飼地区公民館分館
城址公園ホール（壬生中央公民館）
保健福祉センター
南犬飼地区公民館分館
保健福祉センター
保健福祉センター
南犬飼地区公民館分館
保健福祉センター
城址公園ホール（壬生中央公民館）
南犬飼地区公民館分館
南犬飼地区公民館分館
保健福祉センター
羽生田集落農業センター
稲葉地区公民館
南犬飼地区公民館分館
保健福祉センター
南犬飼地区公民館分館
保健福祉センター
南犬飼地区公民館分館

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇

午前７時30分～10時30分
〃
〃
〃
〃

午前８時30分～10時30分
午前７時30分～10時30分

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

午前８時30分～10時30分
〃

午前７時30分～10時30分
〃
〃
〃
〃

月
月
金
水
日
水
月
火
土
月
木
火
月
金
水
月
木
土
月
月
日
金
火
月
水
月
水
月

５月
５月
５月
６月
６月
６月
６月
６月
７月
７月
７月
７月
８月
８月
９月
９月
９月
９月
９月
10月
10月
10月
11月
11月
11月
11月
12月
12月

女性のみの日
18日
25日
29日
10日
14日
17日
22日
30日
11日
13日
23日
28日
3日
28日
2日
7日
17日
26日
28日
5日
11日
23日
10日
16日
25日
30日
9日
14日

荒川内科クリニック
石田消化器科・内科クリニック
大久保クリニック
大橋内科クリニック
小倉医院
おもちゃのまち内科クリニック
グリーンクリニック
小林内科クリニック
佐藤医院
島田医院
陣内医院
高橋とおるクリニック
にしやま内科クリニック
はしもとクリニック
福井セントラルクリニック
前原医院
松本内科医院

安塚1184－10
壬生丁259－7
落合3－4－7
福和田1003－1
通町10－5
幸町2－11－2
緑町3－9－15
安塚793－1
安塚1944－1
安塚2008－1
本丸1－7－10
寿町5－3
安塚765－15
駅東町5－6
おもちゃのまち2－4－8
中央町3－21
中央町6－37

（86）0501
（82）7877
（81）0880
（82）8522
（82）0057
（86）1517
（86）3966
（86）8039
（86）0123
（86）0011
（82）0242
（25）5881
（86）6000
（21）7300
（86）6624
（82）0141
（82）2002

電話番号所　　在　　地医 療 機 関 名

令和８年度　集団健診日程表　（健診機関：宇都宮健康クリニック）

●託児の日を設けています。（０歳～未就学児）

◎特定健診と後期高齢者健診の個別健診に関して不明な点についての問合せ　住民課国保年金係　☎（81）1832

　子育て中の方が健診を受けている間、お子さんをお預かりします。必ず事前に電話で予約してください。
※託児を希望しない方も健診を受診できます
※混雑を避けるため、受付時間を指定しています。詳細は、通知に同封の「集団健診のお知らせ」に記しますので、確認して
ください
※南犬飼地区公民館分館・稲葉地区公民館・羽生田集落農業センターでの受診を希望で、車で来場する方は、駐車場の都合
上、なるべく乗り合わせの協力をお願いします

～個別健診実施医療機関～
対象：壬生町国民健康保険加入者の特定健診と後期高齢者医療加入者の後期高齢者健診

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

※実施期間……令和８年６月１日～令和９年２月28日
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栃木駅から徒歩８分

22

　来年度は令和８年経済センサスが予定されていて、調査員を募集しています。また、その
他にも国が実施する各種統計調査が実施予定となり、多くの調査員が必要となっています。
興味のある方はぜひ連絡してください。
　調査員として、登録が必要となるので、下記より連絡または申込んでください。

◎問合せ　総合政策課企画調整係　☎（81）1813

・調査の都度任命される「非常勤の公務員」です。
・報酬額は調査内容により異なりますが、おおむね月額２～３万円程度です。
・任命期間は、おおむね２～３か月程度となります。

査員の身分・報酬調

計調査の依頼統

問合せまたは右記二次元コードから申込んでください。申込方法

・調査関係書類（名簿、地図など）の作成
・調査対象者（世帯、会社等）への「調査票」の配付と記入依頼
・「調査票」の回収および点検、提出
※基本的に徒歩または自転車で調査活動が可能な範囲を依頼します

査員の主なしごと調

よろしく

お願いし
ます

統計調査員登録者募集統計調査員登録者募集統計調査員登録者募集統計調査員登録者募集

申込フォーム

確定申告会場の開設期間は、２月16日（月）～３月16日（月）です。
栃木税務署　確定申告会場の案内

栃木商工会議所　大ホール（栃木市片柳町二丁目1番46号）

◎問合せ　栃木税務署　☎（22）0885　（自動音声が流れるため、「0番」を選択してください。）
　　　　　※会場施設への直接の問合せはご遠慮ください

○会　場

相談受付　午前8時30分～午後4時
相談開始　午前9時～
※確定申告会場への入場には入場整理券が必要です
※入場整理券は、原則、国税庁LINE公式アカウントでの事前予約制となります
※当日の入場整理券の配布状況により、午後４時前に相談受付を終了する場合があります

○時　間

○案内図

・会場の駐車場には限りがあるため、
公共交通機関を利用してください。
・納税は、振替納税やダイレクト納付
などのキャッシュレス納付を利用して
ください。（当会場では、現金等での
納税は取り扱っていません。）
・申告書等の控えに収受日付印の押な
つを行っていません。（「申告書提出
箱」のみ設置）

留意事項
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　「こんな町だったらいいな」、「こうなれば住みやすいな」、「こども達に誇れるまちにしたいな」など、『まちづ
くりに熱い気持ち』を持っている方、ぜひ壬生町企画委員会へ参加してください。
　町では、令和８年度より新たに策定をした10年計画「第７次総合振興計画」を基に各種事業を推進していきます。
壬生町企画委員会では、本計画の前半５年間にあたる「前期基本計画」に基づき推進する各種事業の進捗状況等
に、住民代表の皆さんから意見をもらい、事業計画に反映していくことで、まちづくりを進めます。
　募集内容は下記のとおりです。住民の皆さんにとって、住みよい町となるよう一緒にまちづくりについて考えた
い！という熱意のある方の応募をお待ちしています。

募集人数
任　　期
開催日数
報　　酬
応募資格
　　　　
　　　　
　　　　
応募方法
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　

募集期間

選考方法

４名（※委員会17名）
２年間（令和８年４月16日～令和10年４月15日を予定）
年３～４回程度の会議を予定しています。
１回の会議出席につき7,000円となります。
（１）町在住者（ただし、本町の職員および町会議員を除く）
（２）満20歳以上の方
（３）本町の他の審議会等の委員に２つ以上在籍していない方
（４）平日日中に開催される会議に出席できる方
（１）「壬生町企画委員会公募委員申込書」に必要事項を記入し、申込んでください。申込書は、
　　町総合政策課で受け取るか、町公式ウェブサイトからダウンロードしてください。また、
　　インターネットからの申込みも受付けています。
（２）応募は、郵送、持参、右記二次元コードより申込みフォームで
　　受付けています。
（３）応募書類は、返却しませんのであらかじめ了承ください。
２月２日（月）～３月19日（木）
※郵送は、３月19日（木）必着
応募者多数の場合、申込書により選考します。
選考結果は、後日、本人宛に通知します。

みんなで取り組む
ずっと住みたいまちづくり！

募 集 内 容

◎応募・問合せ　総合政策課企画調整係（壬生甲3841番地1）☎（81）181３

申込フォーム

壬生町企画委員会委員の募集

こ じま か なえ

　壬生町社会教育委員の会議※では、あらゆる年代の
地域住民の学習ニーズに応えられる社会教育としての
公民館の活用を目指し、さらなる地域の活性化につな
がるような公民館の活用が必要だと考えています。公
民館における地域活動の取組状況や人とのかかわりの
程度などを把握し、より具体的で、実効性のある方策
を探る基礎的なデータ収集のため、本調査を実施する
こととなりました。
　公民館は、社会教育法に基づいた社会教育のための
公共施設です。国の答申等では、公民館には「地域活
動の拠点としての役割」や「地域における『公共』を形
成するための拠点」としての機能が期待され、地域の
生涯学習推進の中核的な役割を果たすことが求められ
ています。

　また、従来から公民館は、学級・講座を実施するこ
とで地域住民の学習ニーズに応え、住民同士の絆を築
くとともに、地域のコミュニティの形成にも寄与し、
社会教育推進の中核を担ってきた地域住民にとって最
も身近にある社会教育施設であります。
　つきましては、趣旨をご理解の上、
二次元コードより意見を聴かせてくだ
さい。
令和８年２月
壬生町社会教育委員の会議　議長　小島佳苗

※壬生町社会教育委員の会議
社会教育法第17条に基づき設置され、壬生町教育委
員会から委嘱を受けた15名が社会教育について意見
を述べたり、助言をしたりする場

あなたの声を聴かせてください 壬生町立公民館に関するアンケート



令和８年度壬生町奨学生募集

期間中壬生町は防災情報伝達システム等による屋外拡声器でお知らせします。（随時）

３月１日
～７日春の火災予防運動春の火災予防運動春の火災予防運動春の火災予防運動

第45回石橋地区少年消防クラブ防火標語展　《春季最優秀作品》
毎日が　火事に備える　大事な日
壬生町立南犬飼中学校 １年　神戸　龍之介さん

　住宅用火災警報器は消防法・火災予防条例によりすべての住宅に設置が義務付けられています。寝室
や階段の天井、壁面に住宅用火災警報器を設置して火災が発生した場合の逃げ遅れを防止しましょう。

かん べ      りゅうのすけ

住宅用火災警報器は設置していますか？

消防・災害メール
登録フォーム

下野市・壬生町・上三川町
石橋地区消防団連絡協議会
石橋地区危険物保安協会
石橋地区女性防火クラブ連絡協議会
問合せ
石橋地区消防組合（代表）
☎0285（53）1119

火災と救急・救助
は「119番」

政府広報オンラインより引用

①寝たばこは絶対にしない、させない
②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
③こんろを使うときは火のそばを離れない
④コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く
⑤ストーブやこんろなどは、安全装置の付いた機器を使用する
⑥住宅用火災警報器の定期点検を行い、10年を目安に交換する
⑦寝具、衣類およびカーテンは防炎品を利用する
⑧消火器などを設置し、使い方を確認しておく
⑨避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく
⑩地域ぐるみの防火対策を行う

住宅防火　いのちを守る 10のポイント
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○対象
　以下の条件をすべて満たす必要があります。
　（１）壬生町に居住していること
　（２）令和８年度に高等学校へ進学する予定または現
　　　に高等学校１・２学年に在学していること
　（３）学習への取組および行動状況共に良好であること
　（４）経済的な理由により修学困難な者と選考委員会
　　　が認めること
○給付年額
　　県立高校　　60,000円　  私立高校 　90,000円
　※令和８年度から上記金額に支給額を改定する方向で
　準備を進めています
○応募期間　２月９日（月）～３月６日（金）（必着）

○申請書等配布先および応募方法
　・令和７年度に町内中学校を卒業する方
　　中学校へ案内を配布していますので、奨学資金申請書
　ほか必要書類を用意のうえ、中学校へ提出してください。
　・上記以外の方
　　町公式ウェブサイトまたは学校教育課にて配布して
　いるご案内および様式を確認し、必要書類を用意のう
　え、町教育委員会学校教育課へ直接提出してください。
（郵送可）
　その他条件等、詳しくは右記二次元コード
より公式ウェブサイトを確認してください。

◎問合せ　 町教育委員会学校教育課　☎（81）1870

　町では、経済的に困窮している世帯で、高等学校に在学する者に奨学金を給付しています。令和８年度の奨学生に
ついて、以下のとおり募集します。
　なお、今回から、中学卒業時のみでなく高校在学中（１・２年生）の方も申込みできます。

令和８年度壬生町奨学生募集
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　当館では、「伝説の染色/粋を染める－帯の空木－」展を開催します。
　高久空木（1908－1993）は、戦前の文部省美術展覧会（文展）や戦後の日本美術
展覧会（日展）などで活躍した壬生町出身の染色家です。日本美術学校図案科で学
んだ空木は、「ろう纈染」という伝統的な技法を用いて多くの作品を手がけました。ジ
ャワ更紗風の繊細な装飾的作品で文展に初入選し、戦後には、ピカソやブラックのよ
うに立体物の平面への解体を援用した画面構成、また、マティスの影響を受け、現実
の色に縛られない色彩表現など、西欧画家たちの影響も感じられます。昭和37
（1962）年に日展を去ると、その後は和装服飾でその力を発揮し、晩年には京都の呉
服卸商で名古屋帯を発表するなど、“帯の空木”として和装愛好者から絶大な人気
を博しました。最近でも、『国宝』や『日日是好日』に空木の帯が登場し、映画に彩りを
添えています。
　今回は、新たに寄贈された空木の染帯作品を中心に紹介します。花鳥風月を愛し、
四季の移ろいを見つめ、自らを“空木”と称した独自の世界観を堪能してください。

壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
　
テ
ー
マ
展

会  期：2月15日［日］－3月29日［日］

スズラン　染名古屋帯 椿　染名古屋帯 蝶　染名古屋帯椿　染名古屋帯

〈ギャラリートーク〉
日　　時　２月15日（日）、３月21日（土）　各午後２時～
集合場所　テーマ展入口（事前申込不要、参加費無料）
〇休 館 日　月曜日・祝祭日
〇開館時間　午前９時～午後５時
〇入 館 料　無料
◎問 合 せ　壬生町立歴史民俗資料館　☎（82）8544

たか く くうぼく

                                     けちそめ

　さら さ

うつ ぎ

「
伝
説
の
染
色
/

粋
を
染
め
る

ー
帯
の
空
木
ー
」
展
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　おもちゃのまち遊々創生ワーキングでは、多くの人に町の魅力
が伝わるよう動画を作成し、公開しています。
　夢のような町で生きる　夢見る人に会いに行く旅『ユメビト』
は「人から町を知る」をテーマに作られた地方創生動画です。
　第８弾は、「地域を支える福祉の道」
　話を伺ったのは、あいケアグループ　代表　中川博登さん
　今回は、福祉施設を経営して輝くユメビトのお話……

ワーキング事業紹介

【ユメビト】#08
「地域を支える福祉の道」
ー あいケアグループ　代表　中川博登さん ー

遊々創生遊々創生
⑨

　
論
語
素
読
の
テ
キ
ス
ト
『
壬
生
論
語
古
義
抄
』
か
ら
、
章
句
を

紹
介
し
ま
す
。

み
　
ぶ
ろ
ん
ご
　
こ
ぎ 

し
ょ
う

　
【
み
ぶ
ま
る
か
ら
一
言
】

　

こ
の
章
句
は
、
こ
の
章
句
は
、
す
ぐ
に
舞
い
上
が
っ
て
思
慮

分
別
を
失
っ
て
し
ま
う
子
路
を
、
孔
子
が
た
し
な
め
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
表
し
て
い
る
ね
。
常
に
思
慮
分
別
を
失
わ
な
い
よ
う
な

人
間
に
な
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
ね
。

【
三
六
】

　
先
生
が
言
わ
れ
た
。
「
正
し
い
道
が
行
わ
れ
な
い
、
い
っ
そ
筏

に
乗
っ
て
海
の
向
こ
う
に
行
こ
う
か
。
私
に
つ
い
て
く
る
の
は
由

（
子
路
）
か
な
。
」

　
子
路
が
こ
れ
を
聞
い
て
喜
ん
だ
。
そ
こ
で
先
生
は
「
由
は
私
以

上
に
勇
敢
な
こ
と
が
好
き
だ
。
し
か
し
、
筏
の
材
料
が
手
に
入
ら

な
い
だ
ろ
う
。」
と
冗
談
ま
じ
り
に
思
慮
の
な
さ
を
た
し
な
め
た
。」
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い
わ
　
　
　
　 

み
ち
お
こ
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い
か
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う
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う

わ
れ      
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た
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ゆ
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こ
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よ
ろ
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い
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ゆ
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ゆ
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こ
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わ
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ざ
い         
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と
こ
ろ 

な
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ど
く                        
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ぶ  

ろ
ん  

ご   

こ    

ぎ 

じ
ゅ
く

今
月
の

（
89
）

（
公
冶
長
第
五
）

　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
10
時
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
壬
生
論
語
古

義
抄
を
使
っ
た
素
読
教
室
《
壬
生
論
語
古
義
塾
》
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
問
合
せ
　
歴
史
民
俗
資
料
館
　
☎（
82
）8
5
4
4

子
の
曰
く
、
道
行
わ
れ
ず
、
稃
に
乗
り
て
海
に
浮
か

ば
ん
。

我
に
従
わ
ん
者
は
、
其
れ
由
か
。

子
路
　
之
を
聞
き
て
喜
ぶ
。

子
の
曰
く
、
由
や
勇
を
好
む
こ
と
我
に
過
ぎ
た
り
。

材
を
取
る
所
無
か
ら
ん
。

なかがわひろ と
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No. タイトル名 対　象 参加費日　程 時　　間 場　所 定　員

ひな壇飾りの展示 午前9時30分～午後4時30分
3月は午前9時30分～午後5時

2月7日（土）～
3月2日（月） 無料こどもの城

みんなのへや どなたでも なし1

ひな祭りクラフト
【和柄のヘアゴム作り】

300円
（2個制作）どなたでも 30名午前10時～（昼休憩あり）3月1日（日） ぱなぱな工房5

農業体験＜連続講座＞
ジャガイモくらぶ
①種イモの植え付け
②収穫

Ⓐ午前9時～10時20分
Ⓑ午前10時40分～正午
Ⓒ午後1時30分～2時50分
※時間選択不可
　抽選結果はメールでお知ら
せします

600円
（初回撤収）

両日参加可能な
4歳～小学生 各回16名①3月14日（土）・

②6月13日（土）

受付・説明：ぱなぱ
な工房
活動：なかよし農園

7

和紙ちぎり絵教室 教材実費ぱなぱな工房 毎月参加できる
大人 若干名2 2月19日（木）・

3月12日（木） 午前10時～正午

鳥を見よう 2月21日（土） 無料小学3年生以上 10名受付：ぱなぱな工房
活動：園内3 午後1時～3時30分

ひなまつり
お着物ふぉと 無料こどもの城

みんなのへや
2月22日（日）・
2月23日（月祝） 3歳～未就学児 なし4 各日午前10時30分～

午後3時（昼休憩あり）

色粘土で器をつくろう ぱなぱな工房 2,000円
小学生～大人
（小学1～3年生
要付添）

各回6名3月7日（土）6 午前10時～正午
午後1時～3時

とちぎわんぱく公園イベント情報とちぎわんぱく公園イベント情報とちぎわんぱく公園イベント情報

◎問合せ　とちぎわんぱく公園管理事務所　☎（86）5855
※各イベントの申込期間・方法については、とちぎわんぱく公園ウェブサイトを確認してください

い
か
だ



○
日
時　
定
例
会
予
定
２
月
26
日

（
木
）〜

○
会
期
日
程
等　
詳
細
に
つ
い
て
は
、

２
月
24
日
頃
ま
で
に
町
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　
議
会
事
務
局　
☎（
81
）

１
８
６
６

　
確
定
申
告
の
際
、
社
会
保
険
料
控

除
の
控
除
額
を
証
明
す
る
書
類
と
し

て
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
領

収
書
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
る
方
は
、

税
務
課
か
ら
送
付
し
た
口
座
振
替
済

通
知
書
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
金
か
ら
国
民
健
康
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険
税
・
介

護
保
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料
・
後
期
高
齢
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療
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険
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を
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し
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い
る
方
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
年
金
の

源
泉
徴
収
票
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
領
収
書
等
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

納
付
額
確
認
書
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
運
転
免
許
証
等
の
本
人

確
認
が
で
き
る
書
類
を
持
参
し
、
税

務
課
収
税
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
税
務
課
収
税
係　

☎

（
81
）１
８
１
６

　
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
方
で
、
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
の
う
ち
、
別
表

の
要
件
に
当
て
は
ま
る
方
に
、
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
交
付
し
ま

す
。
こ
の
認
定
書
に
よ
り
、
所
得
税

や
町
・
県
民
税
の
障
害
者
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
申
請
の
手
続
き　

　
本
人
ま
た
は
家
族
か
ら
の
申
請
が

必
要
で
す
。
町
健
康
福
祉
課
介
護
保

険
係
の
窓
口
ま
た
は
郵
送
に
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
書
は
町
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
。

※

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
療

育
手
帳
・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
は
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん

　
お
む
つ
代
は
医
師
の
発
行
す
る

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
よ
り
所

得
税
や
町
・
県
民
税
の
医
療
費
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
町
が
発

行
す
る
「
主
治
医
意
見
書
確
認
書
」

を
証
明
書
の
代
わ
り
と
し
て
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必
要
な

方
は
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
要
件　
お
む
つ
を
使
用
し
た
方
が

介
護
保
険
要
介
護
認
定
者
等
で
、
町

が
医
師
の
証
明
に
代
わ
る
内
容
を
確

認
で
き
る
場
合
（
介
護
保
険
認
定
審

査
資
料
主
治
医
意
見
書
に
て
「
ね
た

き
り
」
か
つ
「
尿
失
禁
有
」
ま
た
は

「
尿
カ
テ
ー
テ
ル
の
使
用
」
を
確
認
。

た
だ
し
、
控
除
を
行
う
の
が
１
年
目

の
場
合
は
、
要
介
護
認
定
が
６
か
月

以
上
（
連
続
し
た
認
定
も
含
む
）
続

い
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

※

右
の
要
件
に
該
当
し
な
い
方
は
、

医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
が
必
要
に
な
る
た
め
、
税
務

課
で
白
紙
の
「
お
む
つ
使
用
証
明
書

」
を
受
け
取
り
、
主
治
医
の
先
生
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

〈
共
通
事
項
〉

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
介
護
保
険

係　
☎（
81
）１
８
７
６
・
１
８
７

７
　
献
血
車
に
よ
る
献
血
を
行
い
ま
す
。

血
液
は
、
医
療
技
術
の
発
達
し
た
現

在
で
も
人
工
的
に
作
れ
ず
、
長
期
間

保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

（
赤
血
球
の
血
液
製
剤
は
採
血
か
ら

28
日
し
か
保
存
で
き
ま
せ
ん
。
）

　
医
療
機
関
で
必
要
な
血
液
を
確
保

す
る
に
は
、
皆
さ
ん
の
献
血
へ
の
協

力
が
必
要
で
す
。
尊
い
生
命
を
救
う

た
め
、
献
血
へ
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
日
時　
３
月
３
日（
火
）午
前
９
時

30
分
〜
11
時
45
分
・
午
後
１
時
〜
４

時○
場
所　
町
役
場
１
階　
西
側
入
り

口
付
近

○
対
象　
２
０
０
ｍ
Ｌ
、
４
０
０
ｍ

Ｌ
献
血
（
全
献
血
）　

※

予
定
数
に
達
し
た
場
合
、
２
０
０

ｍ
Ｌ
献
血
の
受
付
は
終
了
と
し
ま
す

◎
問
合
せ　
☎
健
康
福
祉
課
健
康
増

進
係　
☎（
81
）１
８
８
５

　
毎
年
冬
場
か
ら
春
先
に
か
け
て
は

全
国
的
に
献
血
者
が
特
に
減
少
し
、

輸
血
用
血
液
の
確
保
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
安
定
的
に
血
液
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
将
来
の
献
血
を
支
え

る
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
協

力
が
必
要
で
す
。

　
「
は
た
ち
の
記
念
」
に
献
血
に
行

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
中
、
20
歳
の
方
の
み
で
な
く
、

た
く
さ
ん
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か

い
支
援
、
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

○
期
間　
〜
２
月
28
日（
土
）

○
献
血
会
場　
栃
木
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
、
う
つ
の
み
や
大
通
り
献

血
ル
ー
ム
、
県
内
の
各
献
血
会
場

※
 

献
血
バ
ス
の
予
定
に
つ
い
て
は
、

栃
木
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

（https://w
w
w
.bs.jrc.or.jp/

ktks/tochigi/

）

○
献
血
の
で
き
る
方
　
　

  

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健
康
な
方

（
65
歳
以
上
の
献
血
に
つ
い
て
は
、

60
〜
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ
る

方
）

お し ら せ

献
血
の
実
施
に
つ
い
て

健
康
福
祉
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証
の

交
付
に
つ
い
て

税
務
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納

付
額
を
証
明
す
る
書
類
に
つ
い
て

お し ら せ

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
の
た

め
の
確
認
書
の
交
付
に
つ
い
て

「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
つ
い
て

議
会
事
務
局
か
ら
の
お
し
ら
せ

議
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

29

◎障害者控除対象者認定基準（令和７年12月31日※現在の状態で判定）
※令和７年中に対象者が亡くなった場合は、亡くなった日

控除区分 判定基準

特別障害者
控　除

障害者控除

要介護認定が要介護１以上であり、以下の１、２のいずれかに該当する方
１　介護認定調査票の「障害高齢者の日常生活自立度」がＡに該当
２　介護認定調査票の「認知症高齢者等の日常生活自立度」がⅡａまたは
　Ⅱｂに該当

要介護認定が要介護１以上であり、以下の１、２のいずれかに該当する方
１　介護認定調査票の「障害高齢者の日常生活自立度」がＢまたはＣに該当
２　介護認定調査票の「認知症高齢者等の日常生活自立度」がⅢaからMま
　でのいずれかに該当



○
日
時　
４
月
７
日（
火
）〜
令
和
９

年
３
月
30
日（
火
）　

毎
週
火
曜
日

（
全
46
回
）午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分○
会
場　
栃
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

○
講
座
内
容

・
手
話
の
実
技
講
座
、
聴
覚
障
が
い

者
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
理
論
講

座
な
ど
。

・
実
技
編
の
テ
キ
ス
ト
と
セ
ッ
ト
の

学
習
教
材
「
手
話
動
画
視
聴
シ
ス
テ

ム
」
を
利
用
す
る
た
め
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
等

の
端
末
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

必
須
。

○
対
象　
町
内
在
住
の
16
歳
以
上
で

手
話
を
初
め
て
学
ぶ
方
、
手
話
通
訳

者
を
目
指
す
方
（
先
着
順
で
５
名
ま

で
）

○
受
講
料　
無
料

※

教
材
６
，
０
５
０
円
は
自
己
負
担

（
実
技
編
テ
キ
ス
ト
３
，
３
０
０
円
、

講
義
編
テ
キ
ス
ト
９
９
０
円
、
手
話

動
画
視
聴
シ
ス
テ
ム
ラ
イ
セ
ン
ス
１

年
視
聴
コ
ー
ス
１
，
７
６
０
円
）

○
申
込
期
間　
２
月
９
日（
月
）〜
３

月
13
日（
金
）に
左
記
連
絡
先
へ
電
話

ま
た
は
来
所

◎
申
込
・
問
合
せ　
栃
木
市
社
会
福

祉
協
議
会
地
域
福
祉
係　
☎（
22
）４

４
５
７

○
日
時　
２
月
14
日（
土
）午
後
１
時

〜
２
時
20
分

○
会
場　
獨
協
医
科
大
学　
創
立
30

周
年
記
念
館　
関
湊
記
念
ホ
ー
ル

○
申
込　
事
前
の
申
込
み
は
不
要
。

当
日
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費
用　
参
加
費　
無
料
（
当

日
は
、
外
来
駐
車
場
ま
た
は
学
生
駐

車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
）

○
内
容

第
１
部
：
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
基
礎

知
識　

・
午
後
１
時
５
分
〜
１
時
20
分　

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
運
動
症
状
」

　
獨
協
医
科
大
学　
脳
神
経
内
科　

藤
田
裕
明
先
生

・
午
後
１
時
20
分
〜
１
時
35
分　

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
非
運
動
症
状

と
睡
眠
」　
獨
協
医
科
大
学　
脳
神

経
内
科　
鈴
木
圭
輔
先
生

第
２
部
：
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
生
活

習
慣

・
午
後
１
時
35
分
〜
１
時
50
分　

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
食
事
・
腸
内

細
菌
に
つ
い
て
」　
獨
協
医
科
大
学

　
脳
神
経
内
科　
櫻
本
浩
隆
先
生

第
３
部
：
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

・
午
後
２
時
〜
２
時
15
分  

「
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
の
嚥
下
障
害
の
リ
ハ
ビ

リ
」　
栃
木
県
医
師
会
塩
原
温
泉
病

院　
副
院
長　
中
村
新
先
生　
言
語

聴
覚
士　
君
島
良
美
先
生

◎
問
合
せ　
獨
協
医
科
大
学　
脳
神

経
内
科
医
局　
直
通　
☎（
87
）２
１

５
２（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

○
テ
ー
マ　
介
護
保
険
制
度
に
お
け

る
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
〜
知
っ

て
得
す
る
介
護
情
報
〜

○
講
師　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

し
も
つ
け
荘　
施
設
長　
北
條
真
博

氏○
日
時
　
２
月
15
日（
日
）午
前
11
時

〜
午
後
０
時
30
分

○
場
所　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
し
も
つ
け
荘

○
対
象　
町
内
在
住
ま
た
は
町
内
の

事
業
所
に
勤
務
し
、
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
家
族
の
方
や
、
興
味
関
心

が
あ
る
方

○
そ
の
他　
申
込
不
要
。
参
加
希
望

者
は
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
壬
生
北
地
区
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所
で
す
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
）
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
、
ほ
っ
と
ひ
と
息
し
ま
せ
ん

か
。

◆
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
福
来
（
ふ
っ

く
）
ら
」

○
日
時　
２
月
15
日（
日
）午
前
10
時

〜
11
時
頃

○
場
所 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

し
も
つ
け
荘　
ホ
ー
ル

◆
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
な
ご
み
」

○
日
時　
２
月
20
日（
金
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

○
場
所 

町
ふ
れ
あ
い
交
流
館
（
し

の
の
め
公
園
内
）

〈
共
通
事
項
〉

◎
参
加
費　
１
０
０
円

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
介
護
保
険

係　
☎（
80
）１
８
７
６
・
１
８
７
７

　
壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

　
壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）２
１
１
９

　
話
を
聴
い
て
貰
い
た
い
方
、
話
を

聴
い
て
く
れ
る
方
が
い
な
い
方
、
話

を
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
方
、

壬
生
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
き
か
せ
て
」
が
、
な
ん
で
も
丁

寧
に
聴
き
ま
す
。

　
個
別
対
面
で
、
参
加
費
は
か
か
ら

ず
、
予
約
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
会

員
は
男
女
あ
わ
せ
て
約
50
名
い
て
、

全
員
傾
聴
ス
キ
ル
を
習
得
し
て
い
ま

す
。
話
を
聴
く
際
に
希
望
等
が
あ
れ

ば
、
事
前
に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
聴
い
た
内
容
を
他
に
漏
ら
す
こ
と

は
な
い
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

○
安
塚
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
安
塚
１
１
８
０
番
地
２
）

・
実
施
日　
３
月
２
日　

※

原
則
毎

月
第
１
月
曜
日
に
実
施
し
ま
す

○
睦
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
幸
町
一
丁
目
３
番
８
号
）

・
実
施
日　
３
月
17
日　

※

原
則
毎

月
第
３
火
曜
日
に
実
施
し
ま
す

○
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
壬
生
甲

３
８
４
３
番
地
１
）

・
実
施
日　
３
月
12
日　

※

原
則
毎

月
第
２
木
曜
日
に
実
施
し
ま
す

○
時
間　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11

時◎
問
合
せ　
壬
生
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
き
か
せ
て
」
会
長

　
佐
藤　
☎（
82
）３
９
０
２

　
町
社
会
福
祉
協
議
会　
☎（
82
）７

８
９
９

　
当
会
で
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と

交
流
を
深
め
、
広
く
披
露
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
作
品
展
を
開
催
し

ま
す
。

　
卒
業
生
の
趣
味
と
経
験
を
生
か
し

た
創
作
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
、

同
窓
会
会
員
の
創
作
し
た
作
品
（
書

道
、
絵
画
、
陶
芸
、
写
真
、
絵
手
紙
、

俳
句
、
竹
画
、
パ
ソ
コ
ン
絵
等
）
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
活
動
の
展
示
を

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
参
加
者

募
集
に
つ
い
て

第
16
回
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者

勉
強
会
に
つ
い
て

家
族
介
護
教
室
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
開
催
に
つ

い
て

シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校
同
窓
会

「
第
19
回
作
品
展
」
に
つ
い
て

ふ
じ  

た 

ひ
ろ
あ
き

                       

す
ず 

き 

け
い
す
け

                                      

さ
く
ら
も
と
ひ
ろ
た
か

                      

　
　
　  

な
か
む
ら
あ
ら
た

お し ら せお し ら せ
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「
傾
聴
の
部
屋
」
の
ご
案
内
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と
う
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ほ
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じ
ょ
う
ま
さ
ひ
ろ



し
ま
す
。

○
日
時　

・
第
１
日
目　
２
月
28
日（
土
）正
午

〜
午
後
５
時
30
分

・
第
２
日
目　
３
月
１
日（
日
）午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時

○
場
所　
栃
木
市
文
化
会
館
展
示
室

（
と
ち
ぎ
岩
下
の
新
生
姜
ホ
ー
ル
）

◎
問
合
せ　
作
品
展
実
行
委
員
会
委

員
長　

山
口
哲　

☎
０
８
０（
６
６

２
９
）６
４
９
４

　
作
品
展
実
行
委
員
会
事
務
局　
三

浦
秀
彦　

☎
０
９
０（
４
１
５
２
）９

６
５
３

◆
君
も
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
な
れ
る
か
も
！？

〜
ス
テ
ッ
プ
の
会
の
み
な
さ
ま
と
〜

○
日
時　
３
月
１
日（
日
）午
後
２
時

〜
３
時
30
分

○
場
所　
西
高
野
公
民
館
（
壬
生
乙

２
２
３
３
）

○
参
加
費　
無
料

◎
申
込
・
問
合
せ　
〝
フ
レ
ン
ド
〞

岡
本　

☎
０
９
０（
３
３
４
８
）０
９

８
３

　
年
齢
を
重
ね
て
も
、
ま
だ
ま
だ
元

気
で
働
き
た
い
意
欲
の
あ
る
60
歳
以

上
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん

か
。
新
規
会
員
へ
の
入
会
説
明
会
を

開
催
す
る
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
、

や
っ
て
み
た
い
と
思
う
方
は
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
日
程
で
は
都
合
が
つ

か
な
い
方
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

都
合
の
良
い
日
時
で
入
会
説
明
を
行

い
ま
す
。

○
日
時　
３
月
２
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
（
概
ね
30
分
）

○
場
所　
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　
研
修
室
（
役
場
庁
舎
西
）

○
入
会
資
格

・
町
内
在
住
で
、
原
則
60
歳
以
上
の

方

 

・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方（
特

別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、

賛
同
す
る
方

○
説
明
会
内
容　
入
会
資
格
・
シ
ル

バ
ー
事
業
の
趣
旨
・
概
要
の
説
明
、

入
会
申
込
書
の
記
入
方
法
、
質
疑

○
日
付
・
場
所　
３
月
11
日（
水
）シ

ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
（
役
場
庁
舎

西
）

３
月
18
日（
水
）南
犬
飼
地
区
公
民
館

　
分
館

○
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

（
多
少
前
後
す
る
事
が
あ
り
ま
す
）

※

都
合
に
よ
り
、
ど
ち
ら
の
場
所
で

も
刃
物
は
当
日
返
却
で
は
な
く
、
受

付
日
か
ら
２
日
後
以
降
に
シ
ル
バ
ー

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
で
の
お
渡
し
と
な
り

ま
す

○
料
金　
菜
切
り
包
丁
３
５
０
円　

出
刃
包
丁
４
５
０
円　
鎌
２
０
０
円

〜
３
５
０
円　
等

※

実
施
会
員
の
状
況
に
よ
り
、
刃
物

の
種
類
に
よ
っ
て
は
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

※

刃
こ
ぼ
れ
、
サ
ビ
落
と
し
は
、
割

り
増
し
（
状
況
に
よ
り
１
５
０
円
〜

２
５
０
円
）
と
な
り
ま
す

※

各
日
、
一
人
当
た
り
３
丁
ま
で
と

し
ま
す

〈
共
通
事
項
〉

◎
問
合
せ　
（
公
社
）壬
生
町
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
☎（
82
）４
６
８

２
　
町
で
は
、
令
和
８
年
度
に
町
清
掃

セ
ン
タ
ー
か
ら
発
生
す
る
資
源
物
に

つ
い
て
、
入
札
に
よ
る
売
却
を
し
ま

す
。
入
札
に
参
加
す
る
に
は
、
事
前

に
入
札
参
加
資
格
登
録
が
必
要
で
す
。

　
登
録
で
き
る
方
は
、
法
人
に
あ
っ

て
は
壬
生
町
、
栃
木
市
、
下
野
市
の

い
ず
れ
か
の
市
町
内
に
本
店
、
支
店

ま
た
は
営
業
所
を
有
し
、
個
人
に
あ

っ
て
は
壬
生
町
で
事
業
を
営
ん
で
い

る
こ
と
等
の
登
録
資
格
条
件
が
あ
る

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
町
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
下
記
問
合
せ
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
売
却
す
る
資
源
物

　
可
燃
系
資
源
物
（
新
聞
紙
、
雑
誌
、

段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
、
布
類
）
お

よ
び
不
燃
系
資
源
物
（
ア
ル
ミ
缶
プ

レ
ス
、
鉄
缶
プ
レ
ス
、
鉄
ク
ズ
（
雑

品
）
）

○
入
札
参
加
資
格
登
録
申
込
方
法
等

　
申
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
「
令
和

８
年
度
壬
生
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
資
源

物
買
取
事
業
者
入
札
参
加
資
格
登
録

者
募
集
要
項
」
を
熟
読
し
、
ご
承
知

の
う
え
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　
随
時
受
付
中

■
提
出
書
類　
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
様
式
等
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
方
法　
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
ま

で
持
参

※

右
記
、
提
出
書
類
は
、
町
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
使
用
す
る
か
、
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

で
も
配
布
を
し
て
い
ま
す

※

こ
の
入
札
は
四
半
期
毎（
年
４
回
）

に
執
行
す
る
予
定
で
す
が
、
入
札
を

執
行
す
る
日
の
前
月
末
ま
で
に
登
録

申
込
書
等
を
提
出
し
、
受
理
さ
れ
た

方
が
入
札
に
参
加
で
き
る
有
資
格
者

と
な
り
ま
す

○
第
１
四
半
期
の
入
札
予
定
に
つ
い

て

・
日
時　
３
月
19
日（
木
）午
前
10
時

〜・
場
所　
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
２
階　

会
議
室

・
対
象　
資
源
物
買
取
事
業
者
入
札

参
加
資
格
登
録
者

◎
問
合
せ　
生
活
環
境
課
清
掃
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）３
４
２
４

○
日
時　
３
月
７
日（
土
）午
前
８
時

30
分
〜

※

悪
天
候
等
で
実
施
で
き
な
い
場
合

は
、
第
１
予
備
日
３
月
８
日（
日
）、

第
２
予
備
日
３
月
14
日（
土
）、
第
３

予
備
日
３
月
15
日（
日
）に
延
期

◎
問
合
せ　
渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼

き
連
絡
会　
実
施
本
部　
☎（
62
）１

１
６
１

食
中
毒
と
は
？

　
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
菌
や
ウ
イ

ル
ス
の
付
着
し
た
食
品
を
食
べ
る
こ

と
に
よ
り
、
腹
痛
や
下
痢
、
嘔
吐
、

発
熱
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
を

指
し
ま
す
。
全
国
で
は
、
年
間
数
名

の
死
者
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
代
表
的
な
原
因
物
質
と
し
て
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌

（
Ｏ
１
５
７
）
、
ア
ニ
サ
キ
ス
、
カ

ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

会
員
募
集
（
入
会
説
明
会
）
に

つ
い
て

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

刃
物
研
ぎ
に
つ
い
て

主
任
児
童
委
員〝
フ
レ
ン
ド
〞に
よ

る
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

気
を
つ
け
よ
う
！

〜
意
外
と
身
近
な
食
中
毒
〜

渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼
き
実
施

に
つ
い
て

生
活
環
境
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

令
和
８
年
度
壬
生
町
清
掃
セ
ン

タ
ー
資
源
物
買
取
事
業
者
入
札

参
加
資
格
登
録
者
募
集
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

 

や
ま
ぐ
ち
さ
と
る
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う
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ひ
で
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も
と
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○
対
策

・
調
理
し
た
も
の
は
常
温
で
放
置
せ

ず
、
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
な
ど
し
ま
し

ょ
う
。
（
有
害
な
微
生
物
が
増
殖
し

や
す
い
温
度
帯
は
10
度
か
ら
60
度
）

・
し
っ
か
り
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
に
熱
を
加
え
て
、
殺
菌
し
ま

し
ょ
う
。

　
栃
木
県
で
は
、
毎
年
２
月
を
「
正

し
い
猫
の
飼
い
方
推
進
月
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。
月
間
中
は
猫
の
適
正

飼
養
の
普
及
啓
発
を
県
下
一
斉
に
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　
愛
猫
と
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

猫
の
習
性
を
理
解
し
、
ル
ー
ル
を
守

っ
て
正
し
く
猫
を
飼
い
ま
し
ょ
う
。

※

猫
の
正
し
い
飼
い
方
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ

ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
「
栃
木
県
猫
の
適
正
飼
養
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い

※

町
で
は
猫
の
適
正
な
飼
養
を
促
す

と
と
も
に
、
野
良
猫
の
増
加
を
抑
制

す
る
た
め
、
ペ
ッ
ト
の
不
妊
手
術
の

一
部
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
詳
細
は
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

☎（
81
）１
８
３
４
ま
で
問
合
せ
て
く

だ
さ
い
。

○
野
良
猫
へ
の
え
さ
や
り
に
つ
い
て

　
か
わ
い
い
、
可
哀
想
と
い
う
だ
け

の
無
責
任
な
え
さ
や
り
は
周
辺
へ
の

迷
惑
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
飼
い
主

の
い
な
い
猫
を
む
や
み
に
増
や
す
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
無
責
任
な
え

さ
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
合
せ　
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン

タ
ー　

☎
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５

８
　
「
壬
生
町
共
通
商
品
券
」
の
有
効

期
限
は
２
月
28
日（
土
）で
す
。

　
有
効
期
限
後
の
利
用
、
払
い
戻
し

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
問
合
せ　
壬
生
町
商
工
会
（
大
師

町
３
ー
13
）　
☎（
82
）０
４
７
５

　
福
祉
の
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
と

求
人
事
業
所
と
の
相
談
会
で
す
。
採

用
担
当
者
か
ら
仕
事
内
容
や
求
人
等

の
話
を
聞
い
た
り
、
福
祉
の
仕
事
や

資
格
に
つ
い
て
の
相
談
等
も
可
能
で

す
。
（
当
日
参
加
可
、
参
加
無
料
、

無
資
格
・
未
経
験
者
歓
迎
）

○
日
時　
３
月
７
日（
土
）午
後
１
時

〜
３
時
30
分

○
会
場　
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
（
宇

都
宮
市
若
草
１
ー
10
ー
６
）

○
事
前
申
込
み　
左
記
二
次
元
コ
ー

ド
よ
り
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
当

日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
事
前
に
申

込
む
と
当
日
の
参
加
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
ま
す
）

◎
問
合
せ　
栃
木
県
社
会
福
祉
協
議

会　
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
８（
６
４
３
）５
６
２
２　

　
栃
木
県
共
同
高
等
産
業
技
術
学
校

で
は
、
来
年
度
の
訓
練
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

○
資
格

・
中
学
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
し
、

大
工
・
工
務
店
・
建
築
設
計
事
務
所

等
の
建
設
関
係
事
務
所
に
勤
務
し
て

い
る
方
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
勤
務
を

予
定
し
て
い
る
方

・
転
職
ま
た
は
再
就
職
の
準
備
の
た

め
認
定
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と

を
希
望
す
る
方

・
職
場
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
・
バ
リ
ア

フ
リ
ー
等
に
関
す
る
技
術
取
得
な
ど

希
望
す
る
方

・
そ
の
他
入
学
を
希
望
す
る
方

○
条
件
等

・
雇
用
保
険
加
入
者
、
一
人
親
方
等

の
特
別
保
険
加
入
者

※

資
格
、
条
件
等
該
当
し
な
い
場
合

は
授
業
料
が
変
わ
り
ま
す

○
申
込
期
間　
〜
３
月
末
日

水
曜
日
、
木
曜
日　
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
30
分

土
曜
日　
午
後
１
時
〜
７
時

※

詳
細
は
本
校
に
問
合
せ
て
く
だ
さ

い
（
随
時
受
付
）

◎
問
合
せ　
栃
木
共
同
高
等
産
業
技

術
学
校
（
旧
栃
木
市
民
会
館
北
隣　

技
能
セ
ン
タ
ー
内
）

栃
木
市
日
ノ
出
町
16
ー
６　
☎（
23
）

２
１
２
９

　
県
内
で
の
就
職
を
考
え
て
い
る
学

生
等
と
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場

と
な
る
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

○
日
時　
３
月
４
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時　

○
開
催
形
式　
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
使
用
）

○
対
象
者　
令
和
９
年
３
月
卒
業
予

定
の
学
生
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
を

希
望
す
る
若
年
求
職
者　
等

○
参
加
企
業　
30
社
程
度

○
申
込
期
限　
３
月
３
日（
火
）

○
詳
細　
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
（
株
）ワ
ー
ク
エ
ン
ト
リ

ー
栃
木
事
業
部　

☎
０
２
８（
６
１

２
）８
６
４
３

　
働
き
方
を
選
べ
る
地
元
企
業
15
〜

20
社
程
度
が
参
加
予
定
で
、
気
に
な

る
企
業
の
担
当
者
と
直
接
話
が
で
き

る
ほ
か
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
相

談
に
の
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

○
日
付
・
場
所　

・
県
南
地
区　
２
月
19
日（
木
）　
小

山
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー　
小
ホ
ー
ル

・
県
北
地
区　
２
月
24
日（
火
）　
那

須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル　
第

１
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
県
央
地
区　
２
月
27
日（
金
）　
宇

都
宮
市
東
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー　
ホ

ー
ル

○
時
間　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

○
対
象　
仕
事
を
探
し
て
い
る
女
性

・
シ
ニ
ア
等
の
方
（
各
回
定
員
50
名

程
度
）

○
費
用　
無
料

○
申
込
方
法　
氏
名
・
年
齢
・
住

所
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
申

込
み
フ
ォ
ー
ム
（
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）
の
い
ず
れ

か
か
ら
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

◎
問
合
せ　
（
株
）ワ
ー
ク
エ
ン
ト
リ

ー
栃
木
事
業
部　

☎
０
２
８（
６
１

２
）８
６
４
３

２
月
は
正
し
い
猫
の
飼
い
方
推

進
月
間
で
す

福
祉
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ
ア

（
県
域
開
催
）
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
訓
練
生
募
集
案
内

と
ち
ぎ
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
合
同
企

業
説
明
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
を

開
催
し
ま
す

女
性
や
シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

合
同
企
業
説
明
・
面
接
会
開
催

に
つ
い
て

商
工
観
光
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

壬
生
町
共
通
商
品
券
は
有
効
期

限
内
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い

お し ら せお し ら せ
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Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８（
６
１
２
）８
６
４
５

メ
ー
ル shuroshien@

w
e-tochi

gi.sakura.ne.jp

　
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
器
お

よ
び
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
お
客

様
に
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
期
間　
３
月
１
日（
日
）〜
３
月
10

日（
火
）

○
特
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
事
項

・
期
間
中
、
愛
犬
は
出
入
口
や
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
所
に
つ

な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
鉄
板
、

資
材
、
植
木
鉢
、
車
、
洗
濯
機
な

ど
）

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
き
れ

い
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
（
水
、

砂
、
泥
、
ゴ
ミ
な
ど
）　
　

・
家
屋
の
増
改
築
の
際
は
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
を
見
や
す
い
と
こ
ろ
に

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
止
水
栓
か
ら
宅
地
内
の

給
水
装
置
（
給
水
管
、
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
等
）
に
つ
い
て
は
、
お
客
様

の
管
理
区
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
部
分
に
つ
い
て
の
漏
水
等
の
修
繕

は
、
お
客
様
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
３
か
月
に
１
度
、
水
道
水
の
放
射

性
物
質
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
は
、
気
温

が
上
が
ら
な
い
日
が
何
日
か
続
い
た

り
、
朝
の
冷
え
込
み
が
厳
し
い
時
に

多
く
発
生
し
ま
す
。
屋
外
水
栓
や
メ

ー
タ
ー
を
保
温
す
る
な
ど
対
策
を
し

ま
し
ょ
う
。

〈
凍
結
し
や
す
い
水
道
管
〉

・
屋
外
に
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

管・
北
側
に
あ
り
、
陽
が
当
た
ら
な
い

と
こ
ろ
の
管

・
風
当
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
管

〈
水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は
〉

・
少
量
の
水
を
蛇
口
か
ら
出
し
て
お

く・
水
道
管
に
布
や
保
温
材
な
ど
を
巻

い
て
保
温
し
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
な
ど
を
し
っ
か
り
巻
き
つ

け
る
（
屋
外
で
は
、
蛇
口
ま
で
完
全

に
包
む
と
良
い
）

〈
水
道
メ
ー
タ
ー
を
保
護
す
る
た
め

に
は
〉

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、
使

い
古
し
の
毛
布
や
布
き
れ
、
発
砲
ス

チ
ロ
ー
ル
粒
等
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰

め
、
メ
ー
タ
ー
や
バ
ル
ブ
の
周
り
に

置
き
、
ふ
た
の
上
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
な

ど
で
覆
っ
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら
〉

　
そ
の
ま
ま
自
然
に
溶
け
る
の
を
待

つ
か
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
を
か

け
、
そ
の
上
に
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。
熱
湯
は
、
破
裂
の
危
険

が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
か
け
な

い
で
く
だ
さ
い
。

〈
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら
〉

　
破
裂
し
た
箇
所
に
タ
オ
ル
な
ど
を

巻
き
つ
け
、
水
の
飛
び
散
る
の
を
防

ぎ
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
あ

る
バ
ル
ブ
を
閉
め
る
な
ど
の
応
急
処

置
を
し
て
、
壬
生
町
給
水
装
置
工
事

事
業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
道
路
か
ら
止
水
栓
ま
で
の

破
損
や
メ
ー
タ
ー
が
凍
結
破
損
し
た

と
き
は
、
水
道
課
工
務
係
☎（
82
）２

２
６
０
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
バ
ル
ブ
で
水
を
止
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
さ
び
て
回
り
に
く
く
な

っ
た
バ
ル
ブ
は
、
無
理
に
回
す
と
コ

ッ
ク
が
折
れ
て
破
損
の
原
因
と
な
る

の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
使
用

方
法
に
つ
い
て
は
、
各
ア
プ
リ
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
共
通
事
項
〉

◎
問
合
せ　
水
道
課　
☎（
82
）２
２

６
０
（
領
収
事
務
受
託
者　
㈱
日
本

ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
ス
）

　
壬
生
町
・
下
野
市
・
上
三
川
町
は
、

歴
史
的
繋
が
り
を
活
か
し
て
文
化
財

を
活
用
し
た
様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時  

２
月
３
日（
火
）〜
３
月
29

日（
日
）

※
開
館
日
お
よ
び
開
館
時
間
に
限
る

○
場
所　
①
壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資

料
館　
☎（
82
）８
５
４
４

②
し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館　

☎
０
２
８
５（
44
）５
０
１
９

③
上
三
川
町
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ

ザ　
☎
０
２
８
５（
56
）９
１
５
９

○
内
容　
３
館
そ
れ
ぞ
れ
で
ク
イ
ズ

に
答
え
て
、
専
用
の
台
紙
に
受
付
で

ス
タ
ン
プ
を
も
ら
う
。
（
３
館
す
べ

て
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
ら
各
館
先

着
１
０
０
名
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

○
参
加
方
法　
各
施
設
に
設
置
し
て

い
る
台
紙
を
使
う
以
外
に
も
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
印
刷
し
た
も
の
で
も

可
能
。

　
詳
し
く
は
二
次
元
コ
ー
ド
参
照

○
そ
の
他　
各
施
設
の
開
館
日
、
開

館
時
間
等
は
直
接
問
合
せ
て
く
だ
さ

い
。

◎
問
合
せ　
壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資

料
館　
☎（
82
）８
５
４
４

　
初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
、
毎
月
３
回
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
日
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
日
時

・
２
月
10
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

・
２
月
15
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

・
２
月
26
日（
木
）午
後
３
時
〜
７
時
、

・
３
月
10
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

・
３
月
15
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

・
３
月
26
日（
木
）午
後
３
時
〜
７
時

○
場
所　
町
総
合
運
動
場
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム

止
水
栓
か
ら
宅
地
内
の
給
水
装

置
の
漏
水
に
つ
い
て

放
射
線
物
質
測
定
結
果
に
つ
い
て

水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う

上
下
水
道
料
金
が
ｄ
払
い
・

ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
・
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
で

納
付
可
能
に
な
り
ま
し
た

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に
つ
い
て

お し ら せお し ら せ
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壬
生
町
総
合
運
動
場
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
指
導
日

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
か
ら
の

お
し
ら
せ

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

し
も
つ
け
古
墳
群
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
〜
１
市
２
町
連
携
事
業
〜

上三川町公式
ウェブサイト



よりそいの会が家族の代わりにおひとり様やご高齢者の方へ“もしもの時”の備えはありますか？

頼れる人がいない・迷惑をかけたくない方に（終活４大準備）

一般社団法人よりそいの会
☎0285ー41ー5500

デイサービスほほえみ内
小山市乙女3ー27ー12

安心な老後安心な老後
「思いたったらすぐ電話
お待ちしてます」

相談無料

をサポートします安心な老後
身元保証 入院時・施設入所時

生前整理 遺言・相続・墓じまい

生活支援 通院同行・買い物同行

死後事務 緊急対応・葬儀・納骨

○
使
用
料
金　
一
人
に
つ
き
１
時
間

１
５
０
円
（
ゆ
う
が
お
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
会
員
は
１
時
間
１
０
０
円
）
使

用
料
金
の
み
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
す

◎
問
合
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
施
設

係　
☎（
82
）２
３
４
５

○
日
時　
３
月
１
日（
日
）、
７
日

（
土
）、
15
日（
日
）、
21
日（
土
）、
29

日（
日
）　
午
後
１
時
〜
４
時

※

各
日
参
加
・
途
中
参
加
可
能

○
会
場　
壬
生
町
総
合
運
動
場
テ
ニ

ス
コ
ー
ト　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
コ
ー
ト
使
用
予

定○
内
容　
①
初
級
コ
ー
ス
（
初
心
者

・
未
経
験
者
等
）

②
中
級
コ
ー
ス
（
経
験
者
等
）

○
参
加
資
格　
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
男
女

　
小
学
生
以
上
の
町
内
在
学
の
児
童

・
生
徒

○
参
加
申
込　
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

事
務
局
へ
申
込
む
か
、
教
室
の
当
日

に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
テ
ニ
ス
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

○
参
加
料　
無
料

◎
問
合
せ　
壬
生
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部　
事
務
局　
大
塚
春
海　
☎（
82
）

９
８
３
２　

携
帯
０
９
０（
９
０
０

３
）９
５
３
５

お
お
つ
か
は
る
み

お し ら せお し ら せ
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ゆうがおスポーツクラブ
フェスティバル

　町の総合型地域スポーツクラブ「ゆうがおスポーツクラブ」の活動を地域の方に知ってもらうため
の教室体験イベントです。いろいろな教室の体験が無料でできるのでぜひ参加してください。

　２月３日（火）より令和８年度の会員の募集を開始します。3月末まで、早期入
会割引価格（下記料金）で入会できます。
（一般／3,000円、シニア／2,000円、ジュニア／1,000円、家族／5,000円）
※ジュニア会員はスポーツ安全保険代として別途800円がかかります

場　所

参加費

持ち物

その他

町総合運動場　体育館ほか  

無　料

室内用シューズ

参加者全員に参加記念品があります。
各種目を体験した方を対象に抽選会
をします。

◎問合せ 町総合型地域スポーツクラブ「ゆうがおスポーツクラブ」事務局
☎（51）6022　FAX （51）2943　

ゆうがおスポーツクラブ
フェスティバル

ゆうがおスポーツクラブ
フェスティバル

３月14日（土） 午前９時30分～正午  （受付午前９時～）

・太極拳・貯金運動・バドミントン
・ラージボール卓球
・エアロビクス＆ピラティス
・バレトン・フラダンス
・テニス・ボルダリング
・スナッグゴルフ
※変更の可能性あり

種　目

壬
生
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

〜
み
ん
な
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を

楽
し
も
う
〜

壬生町公式LINE配信中！
毎週金曜日の正午に壬生町から皆さんの暮らしに役立つ情報を発信しています。
URL、二次元コードどちらからでも追加できます。　　　https://lin.ee/hv5VBNy

友だち募集中
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　児童館をはじめて利用する親子を応援します。
○日　時　２月16日（月）～19日（木）
　　　　　午前10時～11時
　　　　　期間内であればいつでも受付けます。
○内　容　利用案内・読み聞かせ・自由遊び
○対　象　はじめて児童館を利用する親子（町内在住）
　　　　　来館者にはプレゼントがあります。ぜひ
　　　　遊びに来てください。
○申　込　不要
○持ち物　水分補給用飲み物・タオル等

はじめての児童館

　夜泣き・早朝起き・寝ぐずりがひどい・寝かしつ
けに時間がかかるなど、お子さんの睡眠の悩みはあ
りませんか？これらを改善する際に確認するのが
「睡眠の土台」です。
　現在悩みがある方はもちろ
ん、この機会に睡眠を見直し
たい方も大歓迎です。ぐっす
りねんねに向けて一緒に考え
ていきましょう！

「ぐっすりねんねのための土台作りセミナー」
参加者募集のお知らせ

○日　時　２月27日（金）午前10時～11時
○場　所　子育て支援センターつばめ
○対　象　０歳～２歳児程度（町内在住）
○講　師　ＩＰＨＩ乳幼児睡眠コンサルタント
　　　　　渋江祥子氏
○定　員　親子８組
○参加費　無料
○申　込　２月２日（月）～
　　　　　申込フォームより
○持ち物　水分補給用飲み物等
◎問合せ　子育て支援センターつばめ
　　　　　☎（86）0132
　　　　　（午前９時～午後４時30分）

使い方はこちら

音声読み上げ＆自動翻訳サービスについて
　壬生町では、「Catalog Pocket（カタポケ）」を使用した電子版広報の配信を行っています。
Catalog Pocketは音声読み上げ機能や自動翻訳機能が利用でき、目の不自由な方や外国人の方
にも広報みぶの情報を届けられます。

壬生ホッとチャンネル
令和７年８月号 ios webandroid

「Catalog Pocket
　（カタポケ）」

　小物づくりをきっかけに子育
て・ママ友づくりを応援します。　　　　　　　　
○日　時　２月20日（金）　
　　　　　午前９時45分～10時45分　４組
　　　　　午前10時45分～11時45分　４組
○内　容　クラフトタイム・読み聞かせ・自由遊び
○対　象　未就園児親子　８組　
○参加費　200円（当日持参してください）
○持ち物　成長記録会の手形や足形を持参いただく
　　　　と製作がスムーズにできます。
○申　込　２月１日（日）～
　　　　　申込みフォームより　
　　　　　https://logoform.jp/form/xJdf/1347163 

しぶ えしょうこ

児童館 からのおしらせ児童館児童館 からのおしらせ

子育て支援センター つばめ からのおしらせつばめつばめ子育て支援センター からのおしらせ

○場　所　町児童館
◎問合せ　壬生町児童館　☎（82）7388（午前８時30分～午後５時）

マミータイム
【 手型フラワーアート】



　図書館では、スタッフ・ボランティアによる子ど
も向けの読み聞かせを開催しています。

おはなし会２・３月の日程

　２月７日・14日・21日・28日
　３月７日・14日・21日・28日
　いずれも土曜日　午前10時～10時30分
○場　所　町立図書館２階　児童室

おはなしひろば

親子おはなし会

出張カフェ

図書館からのおしらせ図書館からのおしらせ

（０･１･２才向け）
　２月５日・19日・３月５日・19日
　いずれも木曜日　午前10時～10時30分
「赤ちゃんタイム」
　午前10時～正午は、小さなお子さんと家族が、図
書館でゆっくりと過ごすことができる時間です。
○場　所　町立図書館１階　赤ちゃん絵本コーナー

　毎月第２・第４土曜日に壬生町立図書館前にヨシ
ノハコーヒーが出店します。自家焙煎豆を使った珈
琲で、皆さんもほっと一息つきませんか。
※日程が変更になる場合があります
※図書館内では、１階の雑誌コーナー、２階のバル
コニー・休憩コーナーで飲むことができます
○日　時　２月14日（土）・28日（土）
　　　　　午前10時～午後３時
○場　所　町立図書館入口前

○移動図書館（BM）３月の日程
壬生北小学校
睦小学校
羽生田小学校
壬生東小学校
稲葉小学校
安塚小学校
藤井小学校

午後１時～２時
午後１時～３時
午後１時～２時
午後１時～３時
午後１時～２時
午後１時～３時
午後１時～２時

3日（火）
4日（水）
5日（木）
6日（金）
10日（火）
11日（水）
13日（金）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

午後２時～４時27日（金）

○移動図書館（BM）２月の日程
壬生北小学校
睦小学校
壬生東小学校
羽生田小学校
藤井小学校
稲葉小学校
安塚小学校

午後１時～２時
午後１時～３時
午後１時～３時
午後１時～２時
午後１時～２時
午後１時～２時
午後１時～３時

3日（火）
5日（木）
6日（金）
12日（木）
13日（金）
17日（火）
18日（水）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

午後２時～４時20日（金）

　昔の道具についてのおはなしの後、資料館で実物
をみてみよう。
○日　時　２月21日（土）午前10時～11時
○場　所　町立図書館２階　会議室
○講　師　藤栄友里絵氏（町立歴史民俗資料館）
○対　象　小学生
※小学３年生以下は保護者同伴でお願いします
○定　員　20名（先着順）
○参加費　無料
○申　込　２月７日（土）午前９時より、図書館カウ
　　　　ンターにて申込み。電話での受付は正午か
　　　　ら可。
○持ち物　筆記用具

歴史講座
「むかしのみぶのくらし」

URL　https://www.library.mibu.tochigi.jp/
図書館ウェブサイト 公式Ｘ

◎問合せ　壬生町立図書館
　　　　　（指定管理者 ㈱図書館流通センター）
　　　　　☎（82）8543
○開館時間　午前９時～午後７時
○休 館 日　月曜日
　　　　　　　（祝日の場合は開館、夏休み期間中は休館日なし）
　　　　　　年末年始、特別整理期間

36
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行政書士相談

司法書士相談

各　　種　　相　　談各　　種　　相　　談

お し ら せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

　
「
農
業
を
し
て
い
る
な
ら
電
気
代
が
安
く
な

る
」
「
紙
で
明
細
書
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
」

な
ど
、
大
手
電
力
会
社
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ

せ
て
、
電
気
小
売
業
者
が
突
然
訪
問
し
、
し
つ

こ
く
電
気
の
乗
り
換
え
勧
誘
を
受
け
る
事
例
が

多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
の
農
業
従
事

者
が
狙
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
事
業
者
間
契

約
の
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い

と
書
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
事
業
者
間
契
約
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
庭
菜
園
程
度
で
自

営
業
者
と
さ
せ
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
早
急
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
突
然
業
者
が
訪
問
し
て
き
て
も
、
す
ぐ
に
契

約
せ
ず
、
し
つ
こ
く
契
約
を
迫
る
業
者
に
は
特

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
来
訪
し
た
業
者
の
名
称
等
を
名
刺
な
ど
で
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

○
安
く
な
る
と
言
わ
れ
安
易
に
契
約
せ
ず
に
、

家
族
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
不
安
に
思
っ
た
場
合
や
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た

場
合
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

◎
問
合
せ
　
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎（
82
）１
１
０
６

農
業
従
事
者
を
狙
っ
た
電
気
小

売
業
者
の
訪
問
販
売
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
！！

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

相続、遺言、農地転用、開発行為等の手続き相談内容

日　時

役場　103会議室

申込方法
電話予約受付（先着順）

対　象 町内在住者

場　所

申込み・問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

相談員 行政書士

２月25日（水）
午後２時～４時

３月25日（水）
午後２時～４時

２月２日（月）
午前８時30分～

３月２日（月）
午前８時30分～

１回の相談時間は30分です。

相続全般ほか「相続登記義務化」、おひとり様
や認知症に備えた生前対策、ほか法律相談相談内容

日　時

役場　103会議室

申込方法
電話予約受付（先着順）

対　象 町内在住者

場　所

申込み・問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

相談員 司法書士

２月18日（水）
午後２時～４時

３月18日（水）
午後２時～４時

２月２日（月）
午前８時30分～

３月２日（月）
午前８時30分～

１回の相談時間は30分です。

消費生活相談

対　象
相談員

日　時

消費生活相談員

月～金曜日
（土・日曜日、祝日および年末年始を除く）
午前９時～正午、午後１時～４時 

町内在住者
申込み・問合せ 町消費生活センター　☎（82）1106

場　所 町消費生活センター（役場庁舎内）

心配ごと特別相談（弁護士無料相談）

町社会福祉協議会　☎（82）7899

その他

対　象

申込方法

相談員
場　所

日　時

　国が設立した法律相談機関『法テラス栃木』
も利用してください。　☎0570（078）374

町内在住　各回５名
同一の内容の相談は一回限り

弁護士

電話予約受付（先着順）
２月９日（月）
午前８時30分～

３月９日（月）
午前８時30分～

２月12日（木）
午前10時～正午

３月12日（木）  
午前10時～正午

申込み・問合せ

町保健福祉センター２階　録音室

人権・行政相談

その他

相談内容

場　所
日　時

役場　103会議室
「人権相談」
　ひとりで悩んでいませんか？
　毎日の生活の中で、差別、いじめ、職場での嫌が
らせ、虐待、DVなどで思い悩むことがある場合、
人権擁護委員に人権相談をすることができます。
「行政相談」
　医療保険、年金、道路等、行政についての
苦情、要望等。
　相談員は本町の下記行政相談委員。
　相田喜久夫 氏　☎（82）0603
　粂川　元一 氏　☎（86）3869

２月19日（木）午後１時30分～３時30分

相談無料・秘密厳守 気軽に相談してください。
予約は必要ありませんが、事前予約を推奨します。

申込み・問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

あい だ  き  く  お

くめかわ    もといち

成年後見・相続・遺言の無料法律相談会

その他

場　所
日　時

栃木県司法書士会館（宇都宮市幸町１番４号）
毎月第２・第４水曜日　午後２時～４時10分

相談内容

相談方法
成年後見・相続・遺言に関する相談（財産管
理、任意後見契約、後見開始の申立、相続手
続、遺言書の作成など）

面談（要予約）

相談無料

申込み・問合せ
リーガルサポートとちぎ支部
☎028（632）9420
月～金曜日　午前９時～午後５時



壬生町防災行政無線システムについて

総務課消防防災係　☎（81）1808壬生町防災行政無線に関するお問合せは

　役場にて放送した拡声子局からの案内と同じ内容を、携
帯電話やパソコンなどにメールで配信します。
　事前登録が必要ですので、次により登録ください。登録
方法は、携帯電話・パソコンなどから右記二次元コードや
下記ＵＲＬへアクセスしてください。
・URL　http://www.bousai-mibu.jp/mail/pub/

二次元コード

防災メールの配信放送内容の確認（電話応答装置）

☎（82）9000

　「放送されていることに途中で気付いた」
「風が強くて放送内容がよく聞こえなかった」
という場合は、次の番号に電話すると放送内容
を聞くことができます。

　心に不安がある方や悩み、ストレスがある方に対してLINEを使用した相談を
行っています。

日・月・水曜日　午後６時～10時
本相談は「LINEアプリ」を使用します。 
二次元コードを読み取るか、URLを入力して、登録してください。 
URLはこちら→https://l in.ee/mEQ70Cr

相談時間
相談方法

こころの相談@とちぎこころの相談@とちぎ

日　　時

相談内容
相談番号

毎日　　 　午後４時～９時
毎月10日　午前８時 ～ 翌日11日
　　　　　 午前８時の24時間

日　　時

相談内容

平日　午後５時 ～ 翌朝８時30分
土日・祝日・年末年始（12/29～1/3）
24時間
緊急に必要な精神医療相談自殺予防相談

いのちの電話 救急医療相談電話

☎0570（666）990

いのちの電話 救急医療相談電話いのちの電話 救急医療相談電話精神科自殺予防 精神科自殺予防

相談番号☎0120（783）556
通話料金
無料

※発熱やせき・息切れ、強いだるさ（倦怠感）などの症状がある場合は、直接受診する前に、医療機関に電話相
談し、指示を受けてください

平日（月～土曜日）

休日（日曜日・祝日・年末年始）

◆栃木地区急患センター　栃木市境町27-15　☎（22）8699

診療日時

午後７時～10時　内科のみ

内　科　午前９時～午後９時
外　科　午前９時～午後５時
小児科　午後６時～９時

※受付は、診療時間終了30分前までに済ませてください

◆『とちまる救急安心電話相談』
月曜日～金曜日　午後４時～翌朝 午前10時
土・日・祝休日　24時間
☎028(623)3344　プッシュ回線＃7119

月曜日～金曜日　午後４時～翌朝 午前10時
土・日・祝休日　24時間
☎028(623)3511　プッシュ回線＃8000

大人について子どもについて

急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。

◆壬生町在宅当番医　午前９時～午後５時

※受診する際は、事前に電話確認をしてからお出かけください

38

（82）0141
（86）0123
（86）0011
（82）0057
（86）1517
（82）0242
（82）8522
（82）7576
（86）3966

前 原 医 院
佐 藤 医 院
島 田 医 院
小 倉 医 院
おもちゃのまち内科クリニック
陣 内 医 院
大 橋 内 科 ク リ ニ ッ ク
か と う 小 児 科
グ リ ー ン ク リ ニ ッ ク

電話番号住　　所診療科目病　　院　　名日　付
内科
内科・小児科
内科
内科・小児科
内科
内科・小児科
内科・小児科
内科・小児科
内科

（日）
（日）
（水）
（日）
（日）
（月）
（日）
（日）
（日）

２月１日
２月８日
２月11日
２月15日
２月22日
２月23日
３月１日
３月８日
３月15日

中央町3－21
安塚1944－1
安塚2008－1
通町10－5
幸町2－11－2
本丸1－7－10
福和田1003－1
落合3－7－30
緑町3－9－15
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３月
1

5
6
7
8
9
10

3

12
13
14
15

16
17

19

22
23
24

20

26

水

木

27

4

21

2

18

25

11

月

火

28

金

こども（行事名） おとな（行事名）日 曜

はじめての児童館（10：00～児童館）
10か月乳児健診（13：00～保健福祉センター）

はじめての児童館（10：00～児童館）

はじめての児童館（10：00～児童館）
成長記録会（ベビーチャピー）（９：30～保健福祉センター）

成長記録会（チャピー）（９：30～保健福祉センター）

おっぱい相談（10：00～保健福祉センター）
はじめての児童館（10：00～児童館）
地域子育て支援活動（10：00～おもちゃのまちゆうゆ館） 

４か月乳児健診（13：00～保健福祉センター）

未就園児親子対象教室なかよしルーム・きらきらコース（10：00～児童館）
３歳児健診（12：50～保健福祉センター）

リトミックで遊ぼう（10：00～子育て支援センターつばめ）
未就園児親子対象教室なかよしルーム・にこにこコース（10：00～児童館）

両親学級（９：30～保健福祉センター）
父と子のフィットネス教室（９：30～子育て支援センターつばめ）

１歳６か月乳児健診（12：50～保健福祉センター）

ベビトレヨガ教室（10：00～保健福祉センター）

離乳食教室（10：00～保健福祉センター）

おっぱい相談（10：00～保健福祉センター）
ベビーマッサージ教室（13：30～子育て支援センターつばめ）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁住民課・税務課・こども未来課・健康福祉課） 
シルバー人材センター入会説明会（13：30～壬生町シルバーワークプラザ研修室）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課） 

ママと赤ちゃんの相談室（10：00～保健福祉センター）

ぐっすりねんねのための土台作りセミナー（10：00～子育て支援セン
ターつばめ）

成長記録会（ベビーチャピー合同）（９：30～子育て支援センターつばめ）

人権・行政相談（13：30～本庁103会議室）

土

水

木

金

土

月

火

日

土

金

木

日

月

水

火

月

日

土

日

金

木

水

火

水道メーター検針（３/１～３/10）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁住民課・税務課・こども未来課・健康福祉課）

シルバー人材センター刃物研ぎ（９：00～シルバーワークプラザ役場庁舎西）

イベントの開催状況については、町の公式ウェブサイトを
確認するか、各担当課にお問合せください。２月16日～３月15日

２月

毎月第３日曜日は家庭の日です。
この機会に家族の絆を深めてみませんか？
※一部施設で優待制度があります（詳細は県ウェブサイト参照）
◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課（☎（８1）1873）

毎月第３日曜日は
ふれあい育む
　　　　家庭の日

●固定資産税……………………………（４期）
●国民健康保険税………………………（８期）
●介護保険料……………………………（８期）
●後期高齢者医療保険料………………（８期）
　　　　　　　　　  納期限　３月２日（月）

２月の
納税等

地域子育て支援活動（10：00～おもちゃのまちゆうゆ館）



わが家のアイドルわが家のアイドルわが家のアイドル  ん の 場み な 広

いちむら  つき  の

市村 月乃ちゃん
（H28.2.11生）

やなぎだ  とう  ま

柳田 玄眞くん
（R4.2.5生）

やなしま  あい が

梁島 愛牙くん
（R2.2.19生）

たかはし せい ら

髙橋 聖良くん
（R5.2.10生）

ね もと    か の ん

根本 叶音ちゃん
（R3.2.13生）

かなで

叶奏くん
（H30.5.13生）

と　わ

叶和くん
（H28.8.24生）

みやざき

宮﨑 あゆちゃん
（R5.2.7生）

おおたけりゅうひ

大竹 琉陽くん
（R4.2.1生）

うえ  だ     さ   ら

上田 紗良ちゃん
（R2.2.10生）

みとみ たい が

三富 大雅くん
（R5.2.26生）

２月号広報みぶ No.801
令和８年２月１日発行

環境保護のため再生紙を使用しています。

発行人／壬生町役場  〒321-0292 栃木県下都賀郡壬生町大字壬生甲3841-1　編集／総務部総合政策課情報デジタル係
　　　　☎0282（81）1814　FAX0282（28）6718　壬生町公式ウェブサイト　https://www.town.mibu.tochigi . jp

【まちのうごき】●総人口 37,993人（＋11）　男 18,803人（－1）　女 19,190人（＋12）　●総世帯 16,854（＋24） （　）内は前月比　令和７年12月末現在

次回は４月生まれのアイドルを募集します。 ２月16日（月）締切り

【必要事項】

【申込方法】

【申 込 先】

【備　　考】

　氏名（ふりがな）（複数のアイドルが写っている場合はそれぞれ分か
るように明記してください）、保護者名、生年月日、住所、電話番号
　町公式ウェブサイトの、わが家のアイドル入力フォーム
https://www.town.mibu.tochigi.jp/docs/2014122100034/
から申込みができます
役場総合政策課、稲葉・南犬飼出張所、
子育て支援センターでも受付けています。
壬生町総務部総合政策課情報デジタル係
〒321-0292　壬生町大字壬生甲3841-１
メール　sougo@town.mibu.tochigi.jp
・壬生町在住の９歳以下（一緒に写っているお子さん含む）
に限ります。
・複数の写真を１枚にする、ぼかす、エフェクトを加えるなどの加工はしないでください。
・一度掲載した写真は原則掲載できません。
・写真は掲載後、原則返却できません。
・町子育てサイトのトップページにも写真のみ掲載します。

　令和７年11月、壬生町合併70周年を記念し、東武鉄道株式会
社と協働で東武宇都宮線のおもちゃのまち駅の駅舎と待合室に
「おもちゃのまち」らしいラッピングを施しました。
　本事業は平成27年度に地元の睦小学校の児童が発表した「未来
のおもちゃのまちプロジェクト」の中で提案された駅周辺をより
「おもちゃのまち」らしくするアイデアを実現すべく、令和６年12
月に実施した駅エレベーターをおもちゃやキャラクターでラッピ
ングしたことに続き、今度は駅全体をラッピングすることを企画
し、再びおもちゃ団地協同組合の協力を経て実現しました。

　おもちゃのまち駅の駅舎東側に株式会社バンダイ、駅舎西側に株
式会社タカラトミー、待合室に株式会社エポック社のおもちゃやキ
ャラクターのデザインの寄贈を受け、東武鉄道と町観光協会で施工
をしました。
　同月27日には完成式が開催され、主催者である東武鉄道の池田営業
統括部長、小菅町長をはじめ、おもちゃ団地協同組合の関係者など、お
もちゃのまちに関係する方々を招待し、テープカットで完成を祝いまし
た。式後の見学では参加した睦小学校の児童、おもちゃのまち幼稚園
の園児たちがかわいらしいデザインを楽しみました。

Ⓒ TOMY

ⒸEPOCH

いけだ

ⒸBANDAI

おもちゃのまち駅ラッピングが実施されましたおもちゃのまち駅ラッピングが実施されましたおもちゃのまち駅ラッピングが実施されました
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